
スクールアシスタントによる
児童生徒への学習及び生
活支援

全校への100％配置 全校への100％配置

平成27年度取組内容

・児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援や、個性や能力に応じたきめ細かな学級指導の充実を
図るため、全ての小・中学校等に延べ653人のスクールアシスタントを配置しました。
・各学校の実態に応じた配置やメリハリのある配置に努めました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B
平成27年度目標である全市立小・中160校（100％）での小・
中一貫教育のカリキュラムの実施について、100％であった
ことから、Ｂ評価としました。

2,808,000 円

2,337,120 円

3101-1 スクールアシスタント配置事業

所管課 教育委員会 教職員課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標であるスクールアシスタントの全校への
100％配置について、100％であったことから、Ｂ評価としまし
た。

468,512,000 円

459,656,596 円

カリキュラムの実施
全市立小・中160校／年度

（100％）
全市立小・中160校／年度

（100％）

平成27年度取組内容

・義務教育９年間を連続した期間ととらえ、一貫性のある学習指導を全ての市立小・中学校で進めるため、９
年間を見通したカリキュラムを活用し、確かな学力の向上を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導１課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3102-1 「さいたま市小・中一貫教育」の推進（カリキュラム実施）
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B
平成27年度目標である全市立小・中160校（100％）での中
学校区を中心とした小・中学校合同研修会の実施につい
て、100％であったことから、Ｂ評価としました。

0 円

0 円

中学校区を中心とした小・
中学校合同研修会実施校
数

全市立小・中160校／年度
（100％）

全市立小・中160校／年度
（100％）

平成27年度取組内容

・中学校区を中心とした小・中学校合同研修会を全ての市立小・中学校で行うことにより、小・中学校間の情
報の共有及び連携強化を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導１課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である全市立小・中160校（100％）での生
徒指導に係る手引きの活用について、100％であったことか
ら、Ｂ評価としました。

364,000 円

342,150 円

3102-3 「さいたま市小・中一貫教育」の推進（合同研修会実施）

生徒指導に係る手引きの
活用

全市立小・中160校／年度
（100％）

全市立小・中160校／年度
（100％）

平成27年度取組内容

・さいたま市小・中一貫教育生徒指導連携シートの活用を図りました。
・「さいたま市子ども会議」の実施、「いじめ防止シンポジウム」を開催しました。
・生徒指導主任研修会（小・中・高等・特別支援学校）におけるブロック協議を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導２課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3102-2 「さいたま市小・中一貫教育」の推進
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B
平成27年度目標である全市立小学校103校に観察実験アシ
スタントを派遣することについて、全市立小学校103校に観
察実験アシスタントを派遣したことから、Ｂ評価としました。

15,456,000 円

15,286,650 円

観察実験アシスタント派遣
校数

全市立小学校103校に派遣 全市立小学校103校に派遣

平成27年度取組内容

・市立小学校第４,５,６学年における理科の観察・実験に使用する設備の準備・調整等を行う補助員として、全
ての市立小学校103校へ観察実験アシスタントを派遣しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導１課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

A
平成27年度目標である基礎学力向上８校（４校増）、国語力向上５
校（３校増）、理数教育４校（２校増）の研究指定について、基礎学
力向上12校（８校増）、国語力向上５校（３校増）、理数教育４校（２
校増）であったことから、Ａ評価としました。

5,561,200 円

5,397,373 円

3103-2 基礎学力・国語力・理数教育の充実（観察アシスタント派遣）

研究指定校
・基礎学力向上
・国語力向上
・理数教育

研究指定校
・基礎学力向上８校
・国語力向上５校
・理数教育４校

（平成26～27年度累計）

・基礎学力向上12校
・国語力向上５校
・理数教育４校

（平成26～27年度累計）

平成27年度取組内容

・基礎学力向上８校、国語力向上３校、理数教育２校を新たに研究指定校としました。
・基礎的・基本的事項の確実な定着を図ること、各教科等での言語活動の充実により言葉の力を高めること、
理数に係る知的好奇心や探究心をもって、主体的に問題解決に取り組むこと等を目標に、各学校での研究
の成果を市内に広めました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導１課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3103-1 基礎学力・国語力・理数教育の充実（研究指定校）
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A
平成27年度目標である体力アップメニューの活用校100校
（平成26～27年度累計14校増）について、109校（平成26～
27年度累計23校増）であったことから、Ａ評価としました。

1,184,896 円

1,145,049 円

体力アップメニューの活用
校（小・中学校対象）

100校
（平成26～27年度累計14校
増）（62.5％）

109校
（平成26～27年度累計23校
増）（68.1％）

平成27年度取組内容

・毎時間の体育の授業に、基礎的な運動例を示した「体力アップメニュー」を位置付けるように指導し、児童生
徒の体力を向上させました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導１課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である中核的理科教員拠点校数20校（平
成26～27年累計12校増）について、20校（平成26～27年累
計12校増）であったことから、Ｂ評価としました。

1,771,000 円

1,647,120 円

3104-1 子どものための体力向上サポートプラン（体力アップキャンペーン）

中核的理科教員拠点校数
20校
（平成26～27年度累計12校
増）

20校
（平成26～27年度累計12校
増）

平成27年度取組内容

・中核的理科教員拠点校を全ての区に小学校１校、中学校１校、計20校の設置を完了しました。
・拠点校にて「観察・実験に関する研究協議会実施事業」における授業公開及び研究協議を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導１課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3103-3 基礎学力・国語力・理数教育の充実（中核的理科教員拠点校）
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B
平成27年度目標である市立中学校生徒の海外派遣57名
（全市立中学校から１名）について、57名（全市立中学校か
ら１名）であったことから、Ｂ評価としました。

8,975,000 円

8,620,321 円

市立中学校生徒派遣数
57名／年度

※全市立中学校から１名
57名／年度

※全市立中学校から１名

平成27年度取組内容

・国際的な視野で活動できる人材の育成を目指し、市立中学校に在籍する中学生を海外に派遣しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導１課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標であるなわとびチャレンジの参加率99校
（２％増）について、99校（２％増）であったことから、Ｂ評価と
しました。

事業コード3104-1に計上

事業コード3104-1に計上

3105-1 国際教育・交流事業（中学校生徒派遣）

なわとびチャレンジの参加
率（小学校対象）

99校（２％増）
（96.1％）

99校（２％増）
（96.1％）

平成27年度取組内容

・「なわとびチャレンジ」を市内の小学校で共通に取り組ませ、記録に挑戦させることにより、運動に親しむ習
慣をはぐくみました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導１課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3104-2 子どものための体力向上サポートプラン（なわとびチャレンジ）
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倍増プラン 18

A
平成27年度目標である特別支援学級設置数10校増（平成
26～27年度累計44校増）について、25校増（平成26～27年
度累計59校増）であったことから、Ａ評価としました。

67,344,000 円

66,090,931 円

特別支援学級設置数（特別
支援学級設置率）

平成28年４月設置予定校
数105校（10校増）
（平成26～27年度累計44校
増）（65.6％）

平成28年４月設置校数120
校（25校増）
（平成26～27年度累計59校
増）（75.0％）

平成27年度取組内容

・障害のある児童生徒が、住み慣れた地域で学べるようにするために、新たに特別支援学級を25校に設置す
るとともに、特別支援学級を約20校新設するための準備を行うなど、第２次さいたま市特別支援教育推進計
画に基づき、特別支援教育を推進しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である対象児童生徒への日本語指導員派
遣割合100％について、100％であったことから、Ｂ評価とし
ました。

10,956,153 円

10,465,283 円

3106-1 特別支援教育推進事業（特別支援学級設置）

教育委員会 指導２課

学校からの申請に対する対
象児童生徒への日本語指
導員派遣割合

100％ 100％

平成27年度取組内容

・日本語の活用又は生活習慣において、困難を伴うおそれがある帰国・外国人児童生徒に対し、日本語指導
員を派遣し、日本語指導・適応指導を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導１課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3105-2 国際教育・交流事業（日本語指導員派遣）
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B
平成27年度目標である希望者全員による小・中学校と特別
支援学校の児童生徒の交流及び共同学習について、希望
者全員による実施であったことから、Ｂ評価としました。

0 円

0 円

小・中学校と特別支援学校
の児童生徒の交流及び共
同学習

希望者全員 希望者全員

平成27年度取組内容

・小・中学校と特別支援学校の児童生徒の交流及び共同学習を推進しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導２課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

A
平成27年度目標である特別支援教育コーディネーター実績
研修受講者３人（平成26～27年度累計８人）について、８人
（平成26～27年度累計13人）であったことから、Ａ評価としま
した。

0 円

0 円

3106-3 特別支援教育推進事業（児童生徒の交流及び共同学習）

特別支援教育コーディネー
ター実践研修受講者

３人
（平成26～27年度累計８
人）

８人
（平成26～27年度累計13
人）

平成27年度取組内容

・障害のある児童生徒が、住み慣れた地域で学べるようにするために、特別支援教育コーディネーターの専
門性を高める研修を行うなど、第２次さいたま市特別支援教育推進計画に基づき、特別支援教育を推進しま
した。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導２課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3106-2 特別支援教育推進事業（特別支援教育コーディネーター）
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倍増プラン 23

倍増プラン 23

B
平成27年度目標である子どもサポートネットワークを活用し
た支援の充実について、目標どおり事業を進めることができ
たことから、Ｂ評価としました。

事業コード3107-１に計上

事業コード3107-１に計上

子どもサポートネットワーク
による支援

子どもサポートネットワーク
を活用した支援の充実

子どもサポートネットワーク
を活用した支援の充実

平成27年度取組内容

・子どもサポートチームを15ケースに派遣するほか、子どもサポートネットワークを活用した支援の充実を図り
ました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である小・中学校教員960人への自殺予防
のゲートキーパーの養成（平成26～27年累計1,863人増）に
ついて、904人（平成26～27年累計1,807人増）であったこと
から、Ｂ評価としました。

447,895,000 円

438,793,683 円

3107-2 心のサポート推進事業（子どもサポートネットワーク）

教育委員会 指導２課

自殺予防のゲートキーパー
の養成

小・中学校教員960人／年
度
（平成26～27年累計1,863
人増）（中学校教員終了）

小・中学校教員904人／年
度
（平成26～27年累計1,807
人増）(中学校教員終了）

平成27年度取組内容

・中学校教員260人をゲートキーパーとして養成しました。（中学校教員養成完了）
・小学校教員644人をゲートキーパーとして養成しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3107-1 心のサポート推進事業（ゲートキーパー養成）

教育委員会 指導２課
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倍増プラン 21-1

B
平成27年度目標である中高一貫教育に係る実施方針、要
求水準書の策定及び公表について、目標どおり事業を進め
ることができたことから、Ｂ評価としました。

244,000 円

214,208 円

中高一貫教育に係る計画
策定・実施

実施方針、要求水準書の
策定及び公表

実施方針、要求水準書の
策定及び公表

平成27年度取組内容

・中等教育学校設立に向け、民間活力を導入したPFI手法等による整備事業の実施方針及び要求水準書を
策定し公表しました。
・「国際バカロレア」認定に向けた取組として、協議会を開催したり、国際バカロレアワークショップに参加しま
した。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標であるスクールカウンセラーの人数99人
（13人増）（平成26～27年度累計42人増）について、99人（13
人増）（平成26～27年度累計42人増）であったことから、Ｂ評
価としました。

事業コード3107-１に計上

事業コード3107-１に計上

3108-1
市立高等学校「特色ある学校づくり」事業（中高一貫教育に
係る計画）

教育委員会 高校教育課

スクールカウンセラーの人
数

99人（13人増）
（平成26～27年度累計42人
増）

99人（13人増）
（平成26～27年度累計42人
増）

平成27年度取組内容

・スクールカウンセラー、さわやか相談員等による支援を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導２課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3107-3 心のサポート推進事業（スクールカウンセラー）
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B
平成27年度目標である希望校へのアシスタントティーチャー
配置率100％について、100％であったことから、Ｂ評価とし
ました。

438,240 円

432,640 円

希望校へのアシスタント
ティーチャー配置率

100％ 100％

平成27年度取組内容

・児童生徒へのきめ細かな学習支援の実施のために、大学生による学習支援ボランティア（アシスタント
ティーチャー）を募集し、希望する小・中・特別支援学校に配置しました。
・大学での説明会や市報を活用した広報活動を行い、大学生の募集も進めていきました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 指導１課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C 平成27年度目標である授業の理解度60％について、52.9％
であったことから、Ｃ評価としました。

50,000 円

50,000 円

3109 大学連携コラボレーション事業

授業の理解度 60％ 52.9％

平成27年度取組内容

・「教えて考えさせる授業」研究指定事業及び進学指導重点プロジェクトを実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 高校教育課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3108-2 市立高等学校「特色ある学校づくり」事業（授業の理解度）
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B
平成27年度目標である携帯・インターネット安全教室を全て
の市立小・中・高等・特別支援学校で継続実施することにつ
いて、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価
としました。

事業コード3110-3に計上

事業コード3110-3に計上

携帯・インターネット安全教
室実施校数

全ての市立小・中・高等・特
別支援学校で継続実施

全ての市立小・中・高等・特
別支援学校で継続実施

平成27年度取組内容

・児童生徒が情報モラルを身に付け、情報を適切に扱う能力を育成するため、「携帯・インターネット安全教
室」を実施するなどメディアリテラシー教育を推進しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 教育研究所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C
平成27年度目標である教員のＩＣＴ指導力85％（5.6％増）
（平成26～27年度累計7.1％増）について、80.9％（1.5％増）
（平成26～27年度累計３％増）であったことから、Ｃ評価とし
ました。

739,414,000 円

738,761,937 円

3110-2 教育の情報化推進事業（携帯・インターネット安全教室）

教員のICT活用指導力

85％（5.6％増）（平成27年３
月現在）
（平成26～27年度累計
7.1％増）

80.9％（1.5％増）（平成27年
３月現在）
（平成26～27年度累計３％
増）

平成27年度取組内容

・教職員のICT活用指導力の向上を図る研修会を実施し、「分かる授業・魅力ある授業」の一層の充実を図る
とともに、児童生徒が必要な情報を収集・選択し、適切に活用する能力を育成しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 教育研究所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3110-1 教育の情報化推進事業（教員ICT活用指導）
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倍増プラン 25-2

A 平成27年度目標である学校支援ボランティア数23,600人に
ついて、30,566人であったことから、Ａ評価としました。

170,497,000 円

169,554,661 円

学校支援ボランティア数 23,600人／年度 30,566人／年度

平成27年度取組内容

・各学校のＳＳＮ協議会において、地域ぐるみで子どもを育てる活動の協議及び実情に応じた取組を実施しま
した。
・学校地域連携コーディネーターに対する研修会等の実施及び広報紙「ＳＳＮ情報館」の発行により情報の共
有化を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である情報モラルなどを指導する能力85％
（１％増）（平成26～27年度累計３％増）について、85％（１％
増）（平成26～27年度累計３％増）であったことから、Ｂ評価
としました。

1,653,000 円

1,531,959 円

3111-1 地域に開かれた学校運営事業

教育委員会 生涯学習振興課

情報モラルなどを指導する
能力

85％（１％増）（平成27年3
月現在）
（平成26～27年度累計３％
増）

85％（１％増）（平成27年３
月現在）
（平成26～27年度累計３％
増）

平成27年度取組内容

・インターネットを通じて行われるいじめの防止やネット依存など今日的な課題について理解を深めるため、
教職員を対象とした情報モラルに関する研修を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 教育研究所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3110-3 教育の情報化推進事業（情報モラル研修）
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B
平成27年度目標である朝食を食べている割合が小６：
91.0％、中３：88.0％について、小６：88.8％、中３：85.3％で
あったことから、Ｂ評価としました。

348,000 円

324,000 円

朝食を食べている割合
小６：91.0％
中３：88.0％

小６：88.8％
中３：85.3％

平成27年度取組内容

・早寝・早起き、朝食の摂取等の生活習慣の向上を図るため、「すくすくのびのび子どもの生活習慣向上」キャ
ンペーンを引き続き実施しました。
・スマートフォン等の長時間使用による生活習慣の乱れ等を防止するため、使い方について家族で考えても
らうよう、さいたま市PTA協議会等と連携し家庭へ啓発しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 生涯学習振興課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である相談活動の充実、必要に応じた訪問
指導・助言の実施について、目標どおり事業を進めることが
できたことから、Ｂ評価としました。

900,000 円

870,000 円

3112 「すくすく　のびのび　子どもの生活習慣向上」キャンペーン

学校支援チームによる相談
活動

相談活動の充実、必要に応
じた訪問指導・助言の実施

相談活動の充実、必要に応
じた訪問指導・助言の実施

平成27年度取組内容

・学校だけでは解決困難な事案や、いじめなど緊急に対応が必要な事案について、専門家チーム（弁護士・
精神科医・臨床心理士・警察OB・大学教授）を積極的に活用し、早期解決を図りました。
・小学校13件、中学校22件、高等学校３件、計38件の事案でのべ66回の相談に対応しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 教職員課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3111-2 地域に開かれた学校運営事業

― 155 ―



倍増プラン 39-2

倍増プラン 39-2

A 平成27年度目標である中学生不読者の割合5.5％以下につ
いて、1.3％であったことから、Ａ評価としました。

事業コード3113-1に計上

事業コード3113-1に計上

中学生不読者の割合 5.5％以下 1.3％

平成27年度取組内容

・中学校に向けた学級文庫用図書の貸出校を増やしました。（12校→24校）。
・図書館員がすすめる児童書のブックリストを発行しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

A 平成27年度目標である小学生不読者の割合2.5％以下につ
いて、1.8％であったことから、Ａ評価としました。

2,133,000 円

1,810,560 円

3113-2 子ども読書活動推進事業（中学生）

教育委員会 中央図書館資料サービス課

小学生不読者の割合 2.5％以下 1.8％

平成27年度取組内容

・小学生向けの催し物を実施しました。
・図書館員がすすめる児童書のブックリストを発行しました。
・「さいたま市子ども読書活動推進計画（第三次）」を策定しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3113-1 子ども読書活動推進事業（小学生）

教育委員会 中央図書館資料サービス課
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倍増プラン 25-1

B
平成27年度目標である食育研究指定校２校委嘱（平成26～
27年度累計４校）について、２校（平成26～27年度累計４校）
であったことから、Ｂ評価としました。

80,000 円

80,000 円

食育研究指定校
２校
（平成26～27年度累計４
校）

２校
（平成26～27年度累計４
校）

平成27年度取組内容

・学校における食育についての研究を市立学校２校に委嘱（委嘱期間２年）し、委嘱校の教育力の向上に資
するとともに、その成果を全ての市立学校で共有し、本市の学校における食育の充実・向上を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 健康教育課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標であるチャレンジスクール参加者数延べ
185,000人について、延べ182,444人であったことから、Ｂ評
価としました。

137,462,000 円

137,387,049 円

3115-1 学校における食育の推進事業（食育研究指定校）

チャレンジスクール延べ参
加者

185,000人／年度 182,444人／年度

平成27年度取組内容

・すべての市立小・中学校において計画的にチャレンジスクールを実施しました。
・代表者によるチャレンジスクール運営会議及びスタッフ研修会の実施により活動内容の充実を図るととも
に、近隣大学等を訪問しボランティアスタッフの確保に努めました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3114 チャレンジスクール推進事業

教育委員会 生涯学習振興課
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倍増プラン 22-2

B
平成27年度目標である学校教育ファーム（ふれあい夢
ファーム）の８校での実施（平成26～27年度累計14校）につ
いて、８校での実施（平成26～27年度累計14校）であったこ
とから、Ｂ評価としました。

1,400,000 円

1,322,736 円

学校教育ファーム（ふれあ
い夢ファームの実施）

８校
（平成26～27年度累計14
校）

８校
（平成26～27年度累計14
校）

平成27年度取組内容

・各学校で実施する学校教育ファームの取組を支援するとともに、農家やNPO法人と連携して子どもが農業
体験できる「ふれあい・夢ファーム」を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 健康教育課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である地元シェフによる学校給食の20校で
の実施（平成26～27年度累計40校）について、20校での実
施（平成26～27年度累計40校）であったことから、Ｂ評価とし
ました。

100,000 円

100,000 円

3115-3 学校における食育の推進事業（学校教育ファーム）

地元シェフによる学校給食
の実施

20校実施
（平成26～27年度累計40
校）

20校
（平成26～27年度累計40
校）

平成27年度取組内容

・地元シェフと連携を図り、地場産物を活用したシェフによるメニュー提案による学校給食を市立小・中学校20
校で実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3115-2 学校における食育の推進事業（地元シェフ学校給食）

教育委員会 健康教育課
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倍増プラン 41-4

A
平成27年度目標である「子ども安全協定」締結事業者数66
事業者（４事業者増）（平成26～27年度累計８事業者増）に
ついて、68事業者（６事業者増）（平成26～27年度累計10事
業者増）であったことから、Ａ評価としました。

114,122,434 円

105,840,469 円

「子ども安全協定」締結事
業者数

66事業者（４事業者増）
（平成26～27年度累計８事
業者増）

68事業者（６事業者増）
（平成26～27年度累計10事
業者増）

平成27年度取組内容

・学校警備員を全ての市立小学校へ引き続き半日配置するとともに、市内において配達・運送等にかかわる
事業者が、業務中に不審者等を目撃した時に、警察及び教育委員会に連絡をいただく「子ども安全協定」の
締結事業者数の拡大を図ることなどにより、多くの人の目で子どもを見守る「学校安全ネットワーク」を拡充し
ました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 健康教育課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
緊急地震速報を活用した避難訓練実施率（全市立中学校）
については、計画目標である100％（平成26年度）を平成26
年度中に達成しており、目標どおりであったことから、Ｂ評価
としました。

172,076 円

164,160 円

3116-2 学校安全推進事業（学校安全ネットワーク）

緊急地震速報を活用した避
難訓練実施率（全市立中学
校）

【計画目標達成済】
※計画目標

100％（平成26年度）

【計画目標達成済】
※平成26年度実績

100％

平成27年度取組内容

【平成26年度中に計画目標達成済】

※平成26年度取組
・防災教育カリキュラム「学校における防災教育」に基づき、児童生徒の「自助」「共助」の態度を育てるため、
全市立中学校で緊急地震速報を利用した避難訓練を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3116-1 学校安全推進事業（避難訓練）

教育委員会 健康教育課
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倍増プラン 44-2

B
平成27年度目標である「過大規模校」解消のための調査・
研究の推進について、目標どおり事業を進めることができた
ことから、Ｂ評価としました。

0 円

0 円

過大規模校の解消
「過大規模校」解消のため
の調査・研究の推進

「過大規模校」解消のため
の調査・研究の推進

平成27年度取組内容

・小・中学校の学校規模の適正化と教育環境整備の推進を図るために設置した「過大規模校解消プロジェク
ト会議」を４回開催し、過大規模校解消のための調査・研究を推進しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 教育総務課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である全市立小・中160校での通学路安全
点検について、全市立小・中160校での実施であったことか
ら、Ｂ評価としました。

0 円

0 円

3117-1 過大規模校解消事業

通学路の安全点検（市立全
小・中学校対象）

全市立小・中160校 全市立小・中160校

平成27年度取組内容

・学校及び教育委員会が全市立小・中学校の通学路の安全点検を行い、対策が必要な箇所について、担当
課等で交通安全対策を実施しました。
・改善の必要性の高い箇所については、担当課、関係機関等による合同点検を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3116-3 学校安全推進事業

教育委員会 学事課
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B
平成27年度目標である「過大規模校」解消のための調査・
研究の推進について、目標どおり事業を進めることができた
ことから、Ｂ評価としました。

0 円

0 円

過大規模校の解消
「過大規模校」解消のため
の調査・研究の推進

「過大規模校」解消のため
の調査・研究の推進

平成27年度取組内容

・小・中学校の学校規模の適正化と教育環境整備の推進を図るために設置した「過大規模校解消プロジェク
ト会議」を４回開催し、過大規模校解消のための調査・研究を推進しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 学事課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である新設美園地区小学校の基本計画の
作成について、目標どおり事業を進めることができたことか
ら、Ｂ評価としました。

38,989,000 円

10,968,000 円

3117-3 過大規模校解消事業

過大規模校の解消
新設美園地区小学校の基
本計画の策定

新設美園地区小学校の基
本計画の策定

平成27年度取組内容

・美園小学校が過大規模校となる見込みであることから、美園地区に新設小学校を建設するための基本計
画を策定しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 学校施設課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3117-2 過大規模校解消事業
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倍増プラン 24

倍増プラン 24

B
平成27年度目標である小・中学校トイレ便器の洋式化率
45％（4.5％増）（平成26～27年度累計９％増）について、
45.5％（５％増）（平成26～27年度累計9.5％増）であったこと
から、Ｂ評価としました。

991,097,400 円

488,702,414 円

小・中学校トイレ便器の洋
式化率

45％（4.5％増）
（平成26～27年度累計９％
増）

45.5％（５％増）
（平成26～27年度累計
9.5％増）

平成27年度取組内容

・小学校11校、中学校５校で、便器洋式化修繕を行いました。
・小学校５校、中学校６校で、トイレ改修の設計を行いました。
・小学校２校、中学校３校で、トイレ改修の工事を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である学校施設リフレッシュ基本計画の進
行について、目標どおり事業を進めることができたことから、
Ｂ評価としました。

991,985,481 円

857,914,905 円

3118-2 学校施設改修等推進事業（小・中学校トイレ便器の洋式化）

教育委員会 学校施設課

学校施設リフレッシュ計画
学校施設リフレッシュ基本
計画の進行

学校施設リフレッシュ基本
計画の進行

平成27年度取組内容

・小学校６校、中学校１校で、学校施設リフレッシュ基本計画に基づき、校舎の躯体の健全性調査を実施しま
した。
・学校施設の著しい劣化、不具合等について、適時改修等を行いました。
・小学校１校、中学校１校で、測量を行いました。
・小学校11校、中学校13校で、改修等の設計を行いました。
・小学校12校、中学校12校、高等学校３校、特別支援学校１校で、改修の工事を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3118-1 学校施設改修等推進事業（学校施設リフレッシュ計画）

教育委員会 学校施設課
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A
平成27年度目標である体育館等非構造部材の耐震化率
83.0％（平成26～27年度72.4％増）について、93.1％（平成
26～27年度82.5％増）であったことから、Ａ評価としました。

3,519,985,119 円

3,029,880,188 円

体育館等非構造部材の耐
震化率

83％
（平成26～27年度72.4％
増）

93.1％
（平成26～27年度82.5％
増）

平成27年度取組内容

・小学校49校、中学校47校、高等学校２校、特別支援学校１校で、体育館等非構造部材耐震化等改修の工
事を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 学校施設課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C
平成27年度目標である給食室の改築の課題整理３校につ
いて、小学校１校の基本設計であったことから、Ｃ評価としま
した。

21,559,000 円

3,256,900 円

3118-4 学校施設改修等推進事業（体育館等非構造部材耐震化）

給食室の改築校数
給食室の改築の課題整理
３校

基本設計１校

平成27年度取組内容

・小学校１校で、改築の実施設計に向け、課題整理を行い、基本設計まで完了しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 学校施設課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3118-3 学校施設改修等推進事業（給食室改築）
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倍増プラン 6

B
平成27年度目標である第二支援ルーム開設にかかる既存
施設の解体について、目標どおり事業を進めることができた
ことから、Ｂ評価としました。

61,785,500 円

29,393,835 円

第二支援ルーム開設 既存施設の解体 既存施設の解体

平成27年度取組内容

・近隣住民への工事と事業内容の説明会の実施と解体工事に着手しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 子ども未来局 青少年育成課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

A
平成27年度目標であるさいたま市若者自立支援ルーム年
間延べ利用者延べ5,800人について、7,115人であったことか
ら、Ａ評価としました。

17,832,000 円

17,319,709 円

3119-2 子ども・若者育成支援事業（第二支援ルーム）

さいたま市若者自立支援
ルーム年間延べ利用者

5,800人／年度 7,115人／年度

平成27年度取組内容

・年間延べ5,800人の利用者を達成するため、委託事業者と協力し、本事業についての広報・周知活動を強化
しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3119-1 子ども・若者育成支援事業（若者自立支援ルーム）

子ども未来局 青少年育成課
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倍増プラン 7

B
平成27年度目標であるユースアドバイザーの養成人数20人
（平成26～27年度累計49人）について、24人（平成26～27年
度累計53人）であったことから、Ｂ評価としました。

0 円

0 円

ユースアドバイザーの養成
人数

20人養成
（平成26～27年度累計49
人）

24人養成
（平成26～27年度累計53
人）

平成27年度取組内容

・様々な分野の支援知識を得ることを目的としたスキルアップ研修とフォローアップ研修を各１回ずつ開催しま
した。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3119-3 子ども・若者育成支援事業（ユースアドバイザー）

子ども未来局 青少年育成課
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B
平成27年度目標である図書館施設リフレッシュ計画を策定
し、中規模修繕の設計及び健全性調査を実施することにつ
いて、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価
としました。

4,490,000 円

3,049,920 円

平成27年度実績

3201-1 公民館・図書館施設リフレッシュ事業（リフレッシュ計画）

所管課 教育委員会 生涯学習総合センター

目標指標 平成27年度目標

リフレッシュ計画の策定 リフレッシュ計画の策定 リフレッシュ計画策定終了

平成27年度取組内容

・公民館施設リフレッシュ計画を策定しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

リフレッシュ計画の策定
リフレッシュ計画の策定、修
繕の設計・健全性調査の実
施

リフレッシュ計画の策定、修
繕の設計・健全性調査の実
施

平成27年度取組内容

・図書館施設リフレッシュ計画を策定すると共に、春野図書館の中規模修繕のための設計並びに北浦和図書
館及び岩槻図書館の躯体の健全性調査を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 中央図書館管理課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である公民館施設リフレッシュ計画の策定
について、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ
評価としました。

事業コード3201-2に計上

事業コード3201-2に計上

3201-2 公民館・図書館施設リフレッシュ事業（リフレッシュ計画）
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平成27年度取組内容

・既存施設を長期にわたって有効に活用するため、大宮西部図書館の外部改修工事を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B
平成27年度目標である施設の改修工事等の実施につい
て、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価と
しました。

33,619,000 円

30,327,480 円

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

施設の改修 施設の改修工事等の実施 施設の改修工事等の実施

B
平成27年度目標である屋上防水・外壁改修等の施設改修
について、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ
評価としました。

623,807,000 円

611,332,083 円

所管課 教育委員会 中央図書館管理課

3201-4 公民館・図書館施設リフレッシュ事業（施設改修）

屋上防水・外壁改修等の施
設改修を実施

屋上防水・外壁改修等の施
設改修を実施

平成27年度取組内容

・施設改修（設計８館、工事４館）を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 教育委員会 生涯学習総合センター

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

3201-3 公民館・図書館施設リフレッシュ事業（施設改修）

施設の改修
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倍増プラン 39-1

倍増プラン 39-1

平成27年度取組内容

・美園図書館の開館に伴い、図書館システム端末や機器等を調達しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B
平成27年度目標である美園図書館に係る端末や機器等の
調達について、目標どおり事業を進めることができたことか
ら、Ｂ評価としました。

12,016,000 円

9,359,485 円

3202-2

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

（仮称）浦和美園図書館の
開館

美園図書館に係る端末や
機器等の調達

美園図書館に係る端末や
機器等の調達

図書館整備事業

教育委員会 中央図書館管理課

平成27年度取組内容

・図書館資料の購入を計画的・効果的に行い、蔵書を充実させました。
・東浦和図書館外１館の図書・CD等にICタグを貼付し、自動貸出機を導入しました。
・電子書籍を購入し、貸出しを始めました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B 平成27年度目標である市民一人当たりの貸出数8.8点につ
いて、7.9点であったことから、Ｂ評価としました。

262,735,000 円

258,923,458 円

3202-1

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

市民一人当たり貸出数 8.8点／年度 7.9点／年度

図書館整備事業

教育委員会 中央図書館資料サービス課
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倍増プラン 39-1

倍増プラン 39-1

平成27年度取組内容

・著作権者等との調整が済んだものから、地域資料のデジタル化作業を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B
平成27年度目標である地域資料のデジタル化作業につい
て、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価と
しました。

3,354,000 円

3,121,200 円

3202-4

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

地域資料のデジタル化 地域資料のデジタル化作業 地域資料のデジタル化作業

図書館整備事業（地域資料デジタル化）

教育委員会 中央図書館資料サービス課

平成27年度取組内容

・美園図書館の開館（平成28年１月予定）に向けて、書架や機器等を購入しました。
・美園図書館用資料として、図書約32,000冊、CD約560点の他、新聞・雑誌を購入しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B 平成27年度目標である美園図書館開館について、目標どお
り事業を進めることができたことから、Ｂ評価としました。

88,312,000 円

84,071,002 円

3202-3

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

（仮称）浦和美園図書館の
開館

美園図書館開館 美園図書館開館

図書館整備事業（（仮称）浦和美園図書館整備）

教育委員会 中央図書館資料サービス課
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平成27年度取組内容

【平成26年度中に計画目標達成済】

※平成26年度取組内容
・検討作業部会を設置し、整備に係る協議を実施しました。
・要綱を作成し、市報等で広報を実施して登録者を募集しました。
・登録者への説明会を実施した後、運用を開始しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B
人材バンク事業の構築については、計画目標である事業開
始（平成27年２月）を平成26年度中に達成しており、目標ど
おりであったことから、Ｂ評価としました。

―

―

3204-1 生涯学習人材バンク事業（人材バンク事業構築）

所管課 教育委員会 生涯学習振興課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

人材バンク事業の構築
【計画目標達成済】
※計画目標

事業開始（平成27年２月）

【計画目標達成済】
※平成26年度実績

事業開始

平成27年度取組内容

・平成27年度の教養コースを全８回、教養コース特別講演を２回実施しました。
・さいたま市民大学運営委員会を３回実施し、平成28年度の教養コース等の企画について、検討を行い内容
を決定しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B
平成27年度目標である教養コースの延べ参加者数625人
（平成26～27年度累計1,227人）について、560人（平成26～
27年度累計1,162人）であったことから、Ｂ評価としました。

2,990,000 円

2,776,208 円

3203 さいたま市民大学事業

所管課 教育委員会 生涯学習総合センター

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

教養コースの延べ参加者
数

625人／年度
（平成26～27年度累計
1,227人）

560人／年度
（平成26～27年度累計
1,162人）
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平成27年度取組内容

・登録者について、年間１回、市報への掲載などで広く周知し募集しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B
平成27年度目標である人材バンク登録者数100人（平成26
～27年度累計161人）について、114人（平成26～27年度累
計175人）であったことから、Ｂ評価としました。

32,000 円

11,524 円

3204-2 生涯学習人材バンク事業（人材バンク登録者数）

所管課 教育委員会 生涯学習振興課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

人材バンク登録者数
100人／年度
（平成26～27年度累計161
人）

114人／年度
（平成26～27年度累計175
人）

3204-3 生涯学習人材バンク事業（人材バンクマッチング）

所管課 教育委員会 生涯学習振興課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

マッチング率（マッチング件
数／登録者数）

30％／年度 35.1％／年度

平成27年度取組内容

・平成27年度登録者名簿を作成し、関係施設等へ配布するなど事業についての周知を進め、活用の拡大を
図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

A 平成27年度目標である人材バンクにおけるマッチング率
30％について、35.1％であったことから、Ａ評価としました。

300,000 円

232,200 円
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平成27年度取組内容

・与野東中学校及び尾間木中学校の開放運営委員会設置に向けて支援しました。
・既存の夜間照明設備を中心に開放施設のメンテナンス及び修繕を行いました。
・本太小学校の夜間照明設備について改修工事を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

A
平成27年度目標である学校開放校数153校（１校増）（平成
26～27年度累計１校増）について、154校（２校増）（平成26
～27年度累計２校増）であったことから、Ａ評価としました。

63,477,000 円

58,235,713 円

3302 学校体育施設開放事業

所管課 スポーツ文化局 スポーツ振興課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

学校開放校数
153校（１校増）
（平成26～27年度累計１校
増）

154校（２校増）
（平成26～27年度累計２校
増）

評価理由 最終予算額／決算額

C
平成27年度目標である総合型地域スポーツクラブ会員数
4,324人（430人増）について、3,812人（82人減）であったこと
から、Ｃ評価としました。

213,000 円

149,840 円

3301 総合型地域スポーツクラブ支援事業

所管課 スポーツ文化局 スポーツ振興課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

総合型地域スポーツクラブ
会員数

4,324人（430人増） 3,812人（82人減）

平成27年度取組内容

・埼玉スタジアム2○○2にて、さいたま市総合型地域スポーツクラブの周知のためにクラブの活動状況を掲
載したパネル展示活動の実演等のPRイベントを開催しました。
・総合型地域スポーツクラブを市民にPRするためのリーフレットを作成しました。

評価
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平成27年度取組内容

・指針の策定に向け、公営・民営スポーツ施設の概要、稼働率などのデータ収集及び整理を行いました。
・指針策定の方向性を検討しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B
平成27年度目標であるデータの収集・整理について、目標
どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価としまし
た。

0 円

0 円

3304 （仮称）スポーツ施設の整備・運営推進事業

所管課 スポーツ文化局 スポーツ振興課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

（仮称）スポーツ施設の整
備・運営に関する指針の策
定

データの収集・整理 データの収集・整理

平成27年度取組内容

・「スポーツもできる多目的広場」１か所の整備に向け、工事契約を締結しました。
・既存の多目的広場の維持管理を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

C
平成27年度目標であるスポーツもできる多目的広場の整備
箇所数15か所（１か所増）（平成26～27年度累計２か所増）
について、14か所（増減なし）（平成26～27年度累計１か所
増）であったことから、Ｃ評価としました。

11,703,496 円

4,098,582 円

3303 多目的広場整備事業

所管課 スポーツ文化局 スポーツ振興課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

スポーツもできる多目的広
場の整備箇所数

15か所（１か所増）
（平成26～27年度累計２か
所増）

14か所（増減なし）
（平成26～27年度累計１か
所増）
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総合戦略 315①

平成27年度取組内容

最終予算額／決算額

0 円

ハーフ及び3kmの部参加者
※1年前倒しでのフルマラソン化
の実現に伴い、本指標は平成26
年度をもって終了のため、平成
26年度実績により評価

【計画目標達成相当】
※平成26年度目標

15,000人

【計画目標達成相当】
※平成26年度実績

15,517人

【平成26年度中に計画目標達成相当】

※平成26年度取組
・市民の健康増進及びスポーツの振興を図るため、さいたまスーパーアリーナを会場として「２０１５さいたまシ
ティマラソン」を開催しました。広く大会周知を図り、より多くの方に参加してもらうため、前回大会参加者への
開催案内の通知やメディア（ラジオ等）を通じてランナー募集の告知を行いました。

評価 評価理由

3306-1

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

さいたまシティマラソン事業（参加者数）

所管課 スポーツ文化局 スポーツイベント課

B
ハーフ及び3kmの部参加者については、計画目標である
30,000人（平成26～27年度）のうち15,000人（平成26年度）を
平成26年度中に達成しており、目標どおりであったことか
ら、Ｂ評価としました。 0 円

平成27年度取組内容

最終予算額／決算額

0 円

国内外のトップレベルのス
ポーツ大会の開催支援数

12件
（平成26～27年度累計24
件）

17件
（平成26～27年度累計29
件）

・Ｊリーグ、プロ野球等のプロスポーツの試合やイベントの開催支援を行いました。
・全国高校サッカー選手権等のアマチュアスポーツの全国大会の開催支援を行いました。

評価 評価理由

A
平成27年度目標である国内外のトップレベルのスポーツ大
会の開催支援数12件（平成26～27年度累計24件）につい
て、17件（平成26～27年度累計29件）であったことから、Ａ評
価としました。 0 円

3305-1

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

所管課

国際スポーツイベント等の開催支援

スポーツ文化局 スポーツ振興課
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サッカーのまちづくり推進事業

所管課 スポーツ文化局 スポーツ振興課

3306-2 さいたまシティマラソン事業（フルマラソン化）

所管課 スポーツ文化局 スポーツイベント課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

フルマラソン化
さいたま国際マラソンの開
催

さいたま国際マラソンの開
催

平成27年度取組内容

・平成27年度から「さいたま国際マラソン」として、国際女子マラソン及び市民フルマラソンを同時開催しまし
た。
・フルマラソン、３㎞、1.5㎞、親子ファンランの部門を設定し、参加申込人数は9,899人となりました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B
平成27年度目標であるさいたま国際マラソンの開催につい
て、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価と
しました。

150,143,000 円

150,138,229 円

平成27年度取組内容

最終予算額／決算額

7,111,000 円

シティカップ入場者数（1試
合当たり）

45,000人／年度 未開催

・さいたまシティカップの開催に向け、ホームタウン２チームと海外クラブチームとの調整を進めました。
・サッカーを核としたスポーツのまちづくりを推進するため、サッカーのまちづくり推進協議会を主体として、高
校選抜サッカー選手団海外派遣事業をはじめとした諸事業を実施しました。

評価 評価理由

C
平成27年度目標であるシティカップ入場者数（1試合当たり）
45,000人について、開催することができなかったことから、Ｃ
評価としました。 6,253,650 円

3307

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績
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倍増プラン 45-2

平成27年度取組内容

最終予算額／決算額

事業コード3401-１に計上

見沼通船堀再整備
見沼通船堀東縁の再整備
実施設計の実施

見沼通船堀東縁の再整備
実施設計の実施

・見沼通船堀東縁の再整備実施設計を実施しました。
・対象地域の測量等を行い、次年度の工事実施条件の整備を進めるとともに、既存の休憩施設の改修工事
を実施しました。

評価 評価理由

B
平成27年度目標である見沼通船堀東縁の再整備実施設計
について、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ
評価としました。 事業コード3401-１に計上

3401-2

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である真福寺貝塚の保存管理計画の策定
について、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ
評価としました。 47,173,323 円

所管課

歴史文化資源の保存・継承・活用事業（見沼通船堀再整備）

教育委員会 文化財保護課

平成27年度取組内容

最終予算額／決算額

50,997,000 円

史跡等保存管理計画の策
定

真福寺貝塚の保存管理計
画の策定

真福寺貝塚の保存活用計
画の策定

・真福寺貝塚の保存管理計画を策定するとともに、保存のための用地測量を実施しました。なお、文化庁の
指導により、保存管理計画は保存活用計画として策定しました。
・田島ケ原サクラソウ自生地の保存管理計画に基づく施策や保全環境再生のための調整を行いました。
・埋蔵文化財保存活用の中核施設である浦和文化財資料室の仮施設の管理と運営を行いました。

評価 評価理由

3401-1

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

歴史文化資源の保存・継承・活用事業（史跡等保存管理計画）

所管課 教育委員会 文化財保護課
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平成27年度取組内容

最終予算額／決算額

58,569,000 円

市史の刊行
市史編さん調査・支援体制
の整備

市史編さん調査・支援体制
の整備

・市史編さんに関し必要な事項を調査審議するため、学識経験者等で組織する「さいたま市史編さん審議会」
を運営しました。
・時代や分野ごとに調査・研究・執筆等を行うため、「さいたま市史編さん専門部会」を設置しました。

評価 評価理由

B
平成27年度目標である市史編さん調査・支援体制の整備に
ついて、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評
価としました。 49,951,043 円

3402-1

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C
平成27年度目標である通船堀閘門開閉実演来訪者数2,500
人以上（平成26～27年度累計4,500人以上）について、雨天
により開催することができなかったことから（平成26～27年
度累計2,000人）、Ｃ評価としました。 事業コード3401-１に計上

市史編さん事業（市史刊行）

所管課 総務局 アーカイブズセンター

平成27年度取組内容

最終予算額／決算額

事業コード3401-１に計上

通船堀閘門開閉実演来訪
者数

2,500人以上／年度
（平成26～27年度累計
4,500人以上）

未開催
（平成26～27年度累計
2,000人）

・ポスター・チラシを市内の区役所や図書館等に配布する他、市内外の関係機関や東浦和駅、市内及び周辺
の小・中・高等学校等に配布し、この実演の周知を図りました。
・市報・ホームページの掲載や、記者への情報提供を実施しましたが、当日は、雨天により、閘門開閉実演は
中止となりましたが、当日、通船堀を訪れた方には、現地で通船堀の説明を行いました。

評価 評価理由

3401-3

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

歴史文化資源の保存・継承・活用事業（通船堀閘門開閉実演）

所管課 教育委員会 文化財保護課
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倍増プラン 37

平成27年度取組内容

最終予算額／決算額

122,265,000 円

（仮称）さいたまトリエンナー
レの開催

プレイベントの開催 プレイベントを開催

・開催準備として、参加アーティストを招聘し、候補会場の下見を行いました。
・市民参加事業のスキームを構築するとともに、運営ボランティア（サポーター）の募集を開始したほか、事業
計画の詳細設計となる「実施計画」を取りまとめ発表しました。
・広報・プロモーションとして、５つのプレイベントを開催し、トリエンナーレの開催PRを行いました。

評価 評価理由

B
平成27年度目標であるプレイベントの開催について、目標
どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価としまし
た。 111,506,424 円

3403-1

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標であるホームページの作成、歴史資料のデ
ジタル化について、目標どおり事業を進めることができたこ
とから、Ｂ評価としました。 事業コード3402-1に計上

所管課

文化芸術都市創造事業（（仮称）さいたまトリエンナーレ）

スポーツ文化局 文化振興課

平成27年度取組内容

最終予算額／決算額

事業コード3402-１に計上

歴史資料のデジタル化
ホームページの作成、歴史
資料のデジタル化

ホームページの作成、歴史
資料のデジタル化

・歴史資料を公開するためのホームページを作成しました。
・ホームページ上での公開準備として、引き続き写真や古地図などのデジタルデータ化を行いました。

評価 評価理由

3402-2

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

市史編さん事業（歴史資料デジタル化）

所管課 総務局 アーカイブズセンター
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倍増プラン 38-2

平成27年度取組内容

最終予算額／決算額

0 円

基金の設置
【計画目標達成済】
※計画目標

基金の設置（平成26年度）

【計画目標達成済】
※平成26年度実績
設置条例の制定

【平成26年中に計画目標達成済】

※平成26年度取組内容
・基金の制度設計を行い、「文化芸術都市創造基金設置条例」を制定しました。

評価 評価理由

B
基金の設置については、計画目標である基金の設置（平成
26年度）を平成26年度中に達成しており、目標どおりであっ
たことから、Ｂ評価としました。 0 円

3404-1

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標であるさいたまトリエンナーレ２０１６プレイ
ベントとしての事業実施について、目標どおり事業を進める
ことができたことから、Ｂ評価としました。 事業コード3403-1に計上

所管課

（仮称）文化基金の創設（基金設置）

スポーツ文化局 文化振興課

平成27年度取組内容

最終予算額／決算額

事業コード3403-1に計上

アーティスト・イン・レジデン
ス事業の実施

さいたまトリエンナーレ２０１
６プレイベントとして事業実
施

さいたまトリエンナーレ２０１
６プレイベントとして事業実
施

・プレイベントとして、国際的に活動しているアーティストを招聘し、アーティストインレジデンス事業
「HomeBase Project SAITAMA 2015」及び「マイクロレジデンスネットワークフォーラム2015」を実施しました。

評価 評価理由

3403-2

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

文化芸術都市創造事業（アーティスト・イン・レジデンス）

所管課 スポーツ文化局 文化振興課
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倍増プラン 38-2

B
計画目標である（仮称）岩槻人形博物館の整備の推進につ
いて、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価
としました。

24,245,000 円

23,419,941 円

3404-2

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

（仮称）文化基金の創設（文化芸術関連事業）

スポーツ文化局 文化振興課

基金を活用した文化芸術関
連事業の実施

基金の積立・管理運用 基金の積立・管理運用

平成27年度取組内容

・文化芸術都市創造に関する寄附金の受入れ及び積立てを行うとともに、本基金を金融機関に預け入れるこ
とにより生じた預金利子、市民等からの寄付を積み立てました。
・盆栽、美術品、人形といった文化財産等の購入資金として活用しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B
平成27年度目標である基金の積立・管理運用について、目
標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価としまし
た。

201,018,000 円

190,913,966 円

3405 （仮称）岩槻人形博物館整備事業

所管課 スポーツ文化局 文化施設建設準備室

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

（仮称）岩槻人形博物館の
整備

推進 推進

平成27年度取組内容

・（仮称）岩槻人形博物館の整備推進に向けた広報・PRのため、所蔵品展、ワークショップ等の関連事業を実
施しました。
・東京オリンピック・パラリンピックまでの開館に向け、デザイン・ビルド方式に関するアドバイザリー業務を締
結しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額
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倍増プラン 38-1

平成27年度取組内容

・企画展・特別展、各種講座などを実施するとともに、小学校盆栽講座、学校連携事業等学校教育との更なる
連携を図りました。
・世界盆栽大会に向けて気運を醸成するため、平成28年２月に国際盆栽シンポジウムを開催しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

B 平成27年度目標である盆栽文化普及事業の年間開催数
100回について、103回であったことから、Ｂ評価としました。

事業コード3406-1に計上

事業コード3406-1に計上

3406-2 盆栽文化振興事業（盆栽文化普及事業）

所管課 スポーツ文化局 大宮盆栽美術館

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

盆栽文化普及事業の年間
開催数

100回／年度 103回／年度

平成27年度取組内容

・企画展・特別展、各種講座などを実施し、盆栽文化を広く国内外へ発信しました。
・各種メディアへ情報提供するなど積極的な広報を展開しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

A 平成27年度目標である年間来館者数65,000人について、
73,717人であったことから、Ａ評価としました。

114,015,000 円

103,217,388 円

3406-1

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

年間来館者数 65,000人／年度 73,717人／年度

盆栽文化振興事業（年間来館者）

スポーツ文化局 大宮盆栽美術館
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4101-1 参加と協働によるまちづくり推進事業（広報誌設置・配布協力企業）

所管課 都市局 都市総務課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である新たな情報発信手段の検討につい
て、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価と
しました。

1,046,000 円

820,800 円

新たな情報発信手段数
新たな情報発信手段の検
討

新たな情報発信手段の検
討

平成27年度取組内容

・市民と行政の協働によるまちづくりの取組や都市局の事業等を紹介するにあたり、多様なニーズに対応す
るため、新たな情報発信手段を検討しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 都市総務課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である市内企業（団体）等への当該広報誌
の設置・配布の協力件数４件（１件増）（平成26～27年度累
計３件増）について、４件（１件増）（平成26～27年度累計３
件増）であったことから、Ｂ評価としました。

4,245,000 円

4,242,228 円

4101-2 参加と協働によるまちづくり推進事業（新たな情報発信）

広報誌設置・配布協力企業
（団体）数

４件（１件増）
（平成26～27年度累計３件
増）

４件（１件増）
（平成26～27年度累計３件
増）

平成27年度取組内容

・市民と行政の協働によるまちづくりの取組や都市局の事業等を掲載内容とした、まちづくり広報誌
「korekara」を３回発行するとともに、市内企業（団体）等へ当該広報誌の設置・配布の協力依頼を行いまし
た。

評価 評価理由 最終予算額／決算額
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・まちづくり活動を行うグループや団体が開催する集会や研究会等にまちづくり専門家を派遣し、講義、指
導、助言等により活動を支援することで、まちづくり支援補助金を新たに交付する団体の増加を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 まちづくり総務課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である団体数の増加に向けたまちづくり支
援制度による活動の支援について、目標どおり事業を進め
ることができたことから、Ｂ評価としました。

事業コード410１-3に計上

事業コード410１-3に計上

まちづくり支援制度による
成果団体数

団体数の増加に向けたまち
づくり支援制度による活動
の支援

団体数の増加に向けたまち
づくり支援制度による活動
の支援

平成27年度取組内容

・まちづくりグループや団体に対するまちづくり専門家の派遣や自主的なまちづくり団体に対するまちづくり支
援補助金の交付を通じて、まちづくり支援制度による活動の支援を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 まちづくり総務課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4101-3 参加と協働によるまちづくり推進事業（まちづくり支援新規交付団体）

A
平成27年度目標であるまちづくり支援補助金新規交付団体
数２団体（平成26～27年度累計２団体）について、３団体（平
成26～27年度累計３団体）であったことから、Ａ評価としまし
た。

5,968,000 円

4,621,028 円

4101-4 参加と協働によるまちづくり推進事業（まちづくり支援制度）

まちづくり支援補助金
新規交付団体数

２団体
（平成26～27年度累計２団
体）

３団体
（平成26～27年度累計３団
体）

平成27年度取組内容
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B
平成27年度目標である地域で作成を進めるまちづくり計画
の構想策定について、目標どおり事業を進めることができた
ことから、Ｂ評価としました。

事業コード4102-1に計上

事業コード4102-1に計上

地域別まちづくり構想の策
定

地域で作成を進めるまちづ
くり計画について構想を策
定

地域で作成を進めるまちづ
くり計画について構想を策
定

平成27年度取組内容

・さいたま市与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン策定委員会から提出された素案をもとに、「与野本
町駅周辺まちづくりマスタープラン」を策定しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 都市計画課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である土地利用方針に基づく区域区分の
見直し要領の策定について、目標どおり事業を進めることが
できたことから、Ｂ評価としました。

14,227,524 円

9,482,400 円

4102-2 都市計画マスタープラン推進事業（地域別まちづくり構想）

土地利用方針に基づく区域
区分の見直し要領の策定

策定 策定

平成27年度取組内容

・「区域区分見直し要領」を策定し、関係行政機関との協議を行いながら「さいたま都市計画　都市計画区域
の整備、開発及び保全の方針」及び「さいたま都市計画区域区分」の都市計画法定手続きに着手しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 都市計画課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4102-1 都市計画マスタープラン推進事業（区域区分見直し）
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C
平成27年度目標である進捗率28.1％（9.7％増）（平成26～
27年度累計13.1％増）について、22.4％（４％増）（平成26～
27年度累計7.4％増）であったことから、Ｃ評価としました。

631,114,402 円

374,115,714 円

土地区画整理事業

進捗率
指扇：28.1％（9.7％増）
（平成26～27年度累計
13.1％増）

進捗率
指扇：22.4％（４％増）
（平成26～27年度累計
7.4％増）

平成27年度取組内容

・権利者と合意形成を図り、家屋の移転や道路築造工事、宅地造成工事、水道管敷設工事等を実施しまし
た。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 日進・指扇周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である土地区画整理事業の推進につい
て、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価と
しました。

7,763,777,001 円

6,475,204,395 円

4103-2 土地区画整理事業（都心・副都心を除く）

土地区画整理事業 推進 推進

平成27年度取組内容

・14の土地区画整理組合に対し、補助金等の交付を行い、土地区画整理事業を促進するとともに、事業の長
期化が想定される地区の組合に対し長期化解決方策の提案等を行い、実現に向けて取り組みました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 区画整理支援課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4103-1 土地区画整理事業（都心・副都心を除く）
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B

平成27年度目標である進捗率、与野駅西口0.1％増（平成26～27年度
累計0.6％増）、南与野駅西口4.7％増（平成26～27年度8.8％増）につ
いて、進捗率、与野駅西口0.1％増（平成26～27年度累計0.6％増）、
南与野駅西口4.6％増（平成26～27年度8.7％増）であったことから、Ｂ
評価としました。

553,863,000 円

531,545,531 円

土地区画整理事業

進捗率
与野駅西口：78.0％（0.1％増）
（平成26～27年度累計0.6％増）
南与野駅西口：66.5％（4.7％増）
（平成26～27年度8.8％増）

進捗率
与野駅西口：78.0％（0.1％増）
（平成26～27年度累計0.6％増）
南与野駅西口：66.4％（4.6％増）
（平成26～27年度8.7％増）

平成27年度取組内容

・土地区画整理事業の推進を図るため、建物等移転補償、道路築造等の公共施設整備工事及び宅地造成
工事を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 与野まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である進捗率41.3％（4.3％増）（平成26～
27年度累計8.8％増）について、41.0％（４％増）（平成26～
27年度累計8.5％増）であったことから、Ｂ評価としました。

977,871,000 円

847,485,960 円

4103-4 土地区画整理事業（都心・副都心を除く）

土地区画整理事業
進捗率

東浦和第二：41.3％（4.3％増）
（平成26～27年度累計8.8％増）

進捗率
東浦和第二：41.0％（４％増）
（平成26～27年度累計8.5％増）

平成27年度取組内容

・土地区画整理事業の施行に必要な、建物や立竹木の移転に対し補償を実施するとともに、盛土や道路、擁
壁の測量、設計業務を委託し、築造工事などを実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 東浦和まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4103-3 土地区画整理事業（都心・副都心を除く）
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B
平成27年度目標であるまちづくりビジョンの素案作成につい
て、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価と
しました。

4,500,000 円

4,374,000 円

長期未着手地区の解消
まちづくりビジョンの素案作
成

まちづくりビジョンの素案作
成

平成27年度取組内容

・長期未着手地区である西浦和第一土地区画整理事業を見直すとともに、西浦和駅周辺の特性に応じたま
ちづくりの推進を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和西部まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である長期未着手地区の解消（２地区）に
ついて、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評
価としました。

37,913,000 円

36,554,987 円

4104-2 長期未着手地区まちづくり推進事業

長期未着手地区の解消

長期未着手地区の解消（２
地区）
（平成26～27年度累計２地
区増）

長期未着手地区の解消（２
地区）
（平成26～27年度累計２地
区増）

平成27年度取組内容

・辻地区と南浦和第三地区について、土地区画整理事業の都市計画の見直し及び準防火地域の都市計画
法の手続きを行い長期未着手地区の解消を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 まちづくり総務課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4104-1 長期未着手地区まちづくり推進事業
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C
平成27年度目標である道路整備方針の検討について、目
標どおり事業を進めることができなかったことから、Ｃ評価と
しました。

0 円

0 円

指扇地区アクセス道路整備
率

整備方針の検討
アクセス道路整備方針の検
討に必要となる調査検討業
務委託に係る予算措置

平成27年度取組内容

・平成28年度に行うアクセス道路調査検討業務委託に係る予算措置を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 日進・指扇周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

A
平成27年度目標である大宮西部特定土地区画整理事業進
捗率90％（1,5％増）（平成26～27年度累計7.2％増）につい
て、92％（3.5％増）（平成26～27年度累計9.2％増）であった
ことから、Ａ評価としました。

367,500,000 円

367,500,000 円

4105-2 西大宮駅周辺地区まちづくり推進事業（指扇地区アクセス道路整備）

大宮西部特定土地区画整
理事業進捗率

進捗率：90％（1.5％増）
（平成26～27年度累計
7.2％増）

進捗率：92％（3.5％増）
（平成26～27年度累計
9.2％増）

平成27年度取組内容

・独立行政法人都市再生機構が施行する大宮西部特定土地区画整理事業を支援（分担金の支出など）する
とともに、西大宮駅南口駅前広場の植栽管理や借地に伴う農業補償を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 日進・指扇周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4105-1 西大宮駅周辺地区まちづくり推進事業（大宮西部特定土地区画整理事業）
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B
平成27年度目標であるマスタープランにまちづくりの取組を
パッケージ化したリーディングプロジェクトの設定について、
目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価としま
した。

事業コード4106-1に計上

事業コード4106-1に計上

アクションプラン策定

マスタープランにまちづくり
の取組をパッケージ化した
リーディングプロジェクトの
設定

マスタープランにまちづくり
の取組をパッケージ化した
リーディングプロジェクトの
設定

平成27年度取組内容

・マスタープランにまちづくりの取組をパッケージ化したリーディングプロジェクトを設定し、地域とともに施策を
展開することとしました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 まちづくり総務課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標であるマスタープラン策定について、目標
どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価としまし
た。

22,088,000 円

21,502,424 円

4106-2 与野本町駅周辺地区まちづくり推進事業（アクションプラン策定）

マスタープラン策定 策定 策定

平成27年度取組内容

・パブリック・コメント等を実施し、「与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン」を策定しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 まちづくり総務課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4106-1 与野本町駅周辺地区まちづくり推進事業（マスタープラン策定）
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総合戦略 413②

C
平成27年度目標である緑化協議により創出された緑化面積
107.2ha（13.0ha増）（平成26～27年度累計27.8ha増）につい
て、101.9ha（7.7ha増）（平成26～27年度累計22.5ha増）で
あったことから、Ｃ評価としました。

0 円

0 円

緑化協議により創出された
緑化面積

107.2ha（13.0ha増）
（平成26～27年度累計
27.8ha増）

101.9ha（7.7ha増）
（平成26～27年度累計
22.5ha増）

平成27年度取組内容

・「さいたま市みどりの条例」に基づき、一定規模以上の開発行為等を行う際に必要となる緑化協議により緑
の創出を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

都市局 みどり推進課

C
平成27年度目標であるみどりの街並みづくり助成事業により創出
された緑化面積3,161㎡（558㎡増）（平成26～27年度累計735㎡
増）について、2,901㎡（298㎡増）（平成26～27年度累計475㎡増）
であったことから、Ｃ評価としました。

6,000,000 円

2,127,000 円

4107-2 民有地における緑の創出事業（緑化協議により創出された緑化面積）

みどりの街並みづくり助成
事業により創出された緑化
面積

3,161㎡（558㎡増）
（平成26～27年度累計735
㎡増）

2,901㎡（298㎡増）
（平成26～27年度累計475
㎡増）

平成27年度取組内容

・市街地の緑化を推進し、都市環境の向上を図るため、建築物や道路に面した敷地の緑化（屋上緑化、壁面
緑化、沿道緑化）に係る経費の一部を助成する「みどりの街並みづくり助成事業」のＰＲを行い、活用の促進
を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 みどり推進課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4107-1 民有地における緑の創出事業（みどりの街並みづくり）
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倍増プラン 53

B
平成27年度目標である公園９か所開設（平成26～27年度累
計15か所増）について、７か所（平成26～27年度累計14か
所増）であったことから、Ｂ評価としました。

1,240,875,000 円

806,150,398 円

身近な公園整備
公園９か所開設
（平成26～27年度累計15か
所増）

７か所開設
（平成26～27年度累計14か
所増）

平成27年度取組内容

・身近な公園９か所の開設に向けて、工事を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

都市局 都市公園課

B
平成27年度目標である家庭における緑のカーテンの普及啓
発について、目標どおり事業を進めることができたことから、
Ｂ評価としました。

422,664 円

407,717 円

4108

家庭における緑のカーテン
の普及

普及啓発 普及啓発

平成27年度取組内容

・ゴーヤなどのツル性の植物で作る「緑のカーテン」の普及・啓発のため、ゴーヤ種の配布や緑のカーテン講
習会の実施、緑のカーテンPR冊子の作成・配布を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 みどり推進課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

身近な公園整備事業

4107-3 民有地における緑の創出事業（家庭における緑のカーテン）
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B 平成27年度目標である公園用地買収の推進3,346.87㎡に
ついて、3,296.18㎡であったことから、Ｂ評価としました。

401,370,000 円

386,924,952 円

公園整備
公園用地買収の推進
（3,346.87㎡）

公園用地買収の推進
（3,296.18㎡）

平成27年度取組内容

・用地買収を推進しました。（7筆3,296.18㎡）
・基本計画の修正に向けて、埼玉県や関係者と調整を進めました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 都市公園課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C 平成27年度目標である公園用地買収の推進2,057.00㎡に
ついて、０㎡であったことから、Ｃ評価としました。

44,348,000 円

2,392,200 円

4110 与野中央公園整備事業

公園整備
公園用地買収の推進
（2,057.00㎡）

公園用地買収の推進
（０㎡）

平成27年度取組内容

・緑に囲まれた良好な自然環境の中で、貴重な動植物を保護しつつ、自然と人間が共存できる公園の整備に
向け、関係部署との協議を行いつつ用地取得のため地権者交渉を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 都市公園課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4109 秋葉の森総合公園整備事業
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倍増プラン 51

総合戦略 521①

B
平成27年度目標である「さいたま自転車まちづくりプラン　さ
いたまはーと」の策定について、目標どおり事業を進めるこ
とができたことから、Ｂ評価としました。

6,501,600 円

6,501,600 円

「（仮称）自転車まちづくり大
綱」の策定

策定
「さいたま自転車まちづくり
プラン　さいたまはーと」の
策定

平成27年度取組内容

・さいたま自転車まちづくり大綱の策定のため、検討懇話会を開催し、パブリックコメントを実施し、「さいたま
自転車まちづくりプラン　さいたまはーと」を策定しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 自転車まちづくり推進課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である新規着手件数150件（平成26～27年
度累計298件）について、146件（平成26～27年度累計294
件）であったことから、Ｂ評価としました。

3,477,269,000 円

2,185,454,990 円

4112-1 自転車政策事業（（仮称）自転車まちづくり大綱）

新規着手件数
150件／年度
（平成26～27年度累計298
件）

146件／年度
（平成26～27年度累計294
件）

平成27年度取組内容

・整備要望を受け、４ｍに満たない生活道路の拡幅整備や、道路の排水能力の向上、舗装の再整備など、道
路環境の改善につながる整備工事を引き続き推進し、年間146件の整備を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

建設局 道路環境課

4111 暮らしの道路・スマイルロード整備事業
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総合戦略 423②

A
平成27年度目標であるコミュニティサイクル総利用回数200,000回
（42,980回増）（平成26～27年度累計152,536回増）について、
277,549回（120,529回増）（平成26～27年度累計230,085回増）で
あったことから、Ａ評価としました。

4,849,200 円

4,849,200 円

コミュニティサイクル総利用
回数

200,000回（42,980回増）
（平成26～27年度累計
152,536回増）

277,549回（120,529回増）
（平成26～27年度累計
230,085回増）

平成27年度取組内容

・各種関連イベントでPRを行いました。
・エリア拡大に向けたビジネスモデルの検証を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

都市局 自転車まちづくり推進課

A 平成27年度目標である放置自転車の撤去台数17,000台に
ついて、13,671台であったことから、Ａ評価としました。

333,198,351 円

333,198,351 円

4112-3

放置自転車の撤去台数 17,000台／年度 13,671台／年度

平成27年度取組内容

・ポスターコンクール等による自転車放置防止の啓発等の放置対策強化の検討を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 自転車まちづくり推進課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

自転車政策事業（コミュニティサイクル）

4112-2 自転車政策事業（放置自転車）
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総合戦略 423①

B
平成27年度目標である「第四次さいたま市情報化計画」及
び「さいたま市情報化アクション・プラン2015」に基づく、情報
化計画の進行管理について、目標どおり事業を進めること
ができたことから、Ｂ評価としました。

9,439,200 円

9,428,400 円

「情報化計画」の策定 情報化計画の進行管理 情報化計画の進行管理

平成27年度取組内容

平成26年度に策定した「第四次さいたま市情報化計画」及び「さいたま市情報化アクション・プラン2015」に基
づき、情報化計画の進行管理を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 市民局 ＩＣＴ政策課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である自転車通行環境整備延長43㎞（27
㎞増）（平成26～27年度累計29㎞増）について、40㎞（24㎞
増）（平成26～27年度累計26㎞増）であったことから、Ｂ評価
としました。

433,968,800 円

268,397,200 円

4114 「じょうほう快適都市」推進事業

自転車通行環境整備延長
43㎞（27㎞増）
（平成26～27年度累計29㎞
増）

40㎞（24㎞増）
（平成26～27年度累計26㎞
増）

平成27年度取組内容

・迅速な整備拡大のため、用地買収は行わず、現況の道路幅員内での路面表示や歩車道境界ブロックの位
置調整などによる整備を原則とし、「自転車通行環境整備計画」に基づく設計・施工を行い整備しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

建設局 道路環境課

4113 自転車通行環境整備事業
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B 平成27年度目標である地域ICTリーダレベルアップ講座開
催数６回について、６回であったことから、Ｂ評価としました。

事業コード4115-1に計上

事業コード4115-1に計上

地域ＩＣＴリーダレベルアップ
講座開催数

６回／年度 ６回／年度

平成27年度取組内容

・地域ICTリーダとして地域での活動を開始したり、活動を継続するために必要と考えられる基本的なパソコン
操作よりもさらに一歩進んだパソコン操作技術などについて、講義と演習を交えて学ぶ「地域ICTリーダレベ
ルアップ講座」を平成27年度中に計６回開催しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 市民局 ＩＣＴ政策課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

A
平成27年度目標である地域ICTリーダを講師とする講座開
催数16回について、35回であったことから、Ａ評価としまし
た。

3,225,000 円

2,805,026 円

4115-2 地域ICT人材育成支援事業（地域ICTリーダレベルアップ講座）

地域ＩＣＴリーダを講師とす
る講座開催数

16回／年度 35回／年度

平成27年度取組内容

・市が主催する地域ICTリーダが講師としての経験を得ることを目的とした「地域ICTリーダ活動支援講座」を
企画・開催することと、パソコンなどの機材を貸出すことで地域ICTリーダが独自で主催するパソコン教室の開
催を支援することにより、平成27年度中に地域ICTリーダを講師とするパソコン講座を計35回開催しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 市民局 ＩＣＴ政策課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4115-1 地域ICT人材育成支援事業（地域ICTリーダ活動支援講座）
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B
平成27年度目標である氷川緑道西通線の整備について、
目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価としま
した。

2,183,999,856 円

1,419,022,883 円

氷川緑道西通線の整備 整備実施 整備実施

平成27年度取組内容

・＜南区間＞
　用地買収、電線共同溝整備工事、道路整備工事を行いました。
・＜北区間＞
　物件調査（13件）、用地買収（6.4％）を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 大宮駅東口まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B 平成27年度目標である事業計画認可について、目標どおり
事業を進めることができたことから、Ｂ評価としました。

221,000,000 円

3,000,000 円

4201-2 大宮駅東口周辺地区まちづくり推進事業（氷川緑道西通線）

大門町２丁目中地区市街
地再開発事業

事業計画認可 事業計画認可

平成27年度取組内容

・事業計画認可の取得を支援しました。
・権利変換計画作成に向けた検討を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 大宮駅東口まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4201-1 大宮駅東口周辺地区まちづくり推進事業（大門町2丁目中地区市街地再開発事業）
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B
平成27年度目標である準備組合設立に必要な駅前広場計
画と整合した事業の枠組みづくりについて、目標どおり事業
を進めることができたことから、Ｂ評価としました。

3,384,000 円

3,286,852 円

大宮駅東口駅前南地区の
まちづくり

準備組合設立に必要な駅
前広場計画と整合した事業
の枠組みづくり

準備組合設立に必要な駅
前広場計画と整合した事業
の枠組みづくり

平成27年度取組内容

・まちづくり推進協議会の支援を行いました。
・準備組合設立に必要な駅前広場計画と整合した枠組みづくりを行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 大宮駅東口まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である大宮駅東口全体に求められる機能
の整理について、目標どおり事業を進めることができたこと
から、Ｂ評価としました。

7,048,640 円

6,782,400 円

4201-4 大宮駅東口周辺地区まちづくり推進事業（大宮駅東口駅前南地区まちづくり）

大宮駅東口公共施設の再
編

大宮駅東口全体に求めら
れる機能の整理

大宮駅東口全体に求めら
れる機能の整理

平成27年度取組内容

・公共施設再編によって形成される駅周辺に求められる機能の全庁的な検討を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 大宮駅東口まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4201-3 大宮駅東口周辺地区まちづくり推進事業（大宮駅東口公共施設再編）
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倍増プラン 60-2

B
平成27年度目標であるシミュレーション実施及び検討協議
会の開催について、目標どおり事業を進めることができたこ
とから、Ｂ評価としました。

11,442,000 円

10,773,900 円

氷川参道の歩行者専用道
路化

①シミュレーション実施
②検討協議会の開催

①シミュレーション実施
②検討協議会の開催

平成27年度取組内容

・地元と連携を図りながら、氷川参道の歩行者専用化に向けた検討を行うため「氷川参道歩行者専用化検討
協議会」を開催しました。
・周辺道路への影響検討のため、交通シミュレーション等を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 氷川参道対策室

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C
平成27年度目標である情報発信の場からまちづくりを推進
する場へ機能拡充することについて、目標どおり事業を進
めることができなかったことから、Ｃ評価としました。

11,866,440 円

11,243,880 円

4201-6 大宮駅東口周辺地区まちづくり推進事業（氷川参道歩行者専用道路化）

（仮称）アーバンデザインセ
ンター大宮

情報発信の場からまちづく
りを推進する場への機能拡
充

まちづくりを推進する場とし
て機能拡充するための方向
性の検討

平成27年度取組内容

・「情報発信の場」の運営主体と協議の上、アーバンデザインセンターを設置するための運営方針や組織体
制の検討を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

都市局 大宮駅東口まちづくり事務所

4201-5
大宮駅東口周辺地区まちづくり推進事業（（仮称）アーバン
デザインセンター大宮）
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B
平成27年度目標である都市計画決定及び変更について、
目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価としま
した。

1,992,339,000 円

978,841,083 円

第３－Ｂ地区市街地再開発
事業

都市計画決定及び変更 都市計画決定及び変更

平成27年度取組内容

・大宮駅西口第３－Ｂ地区に関連する都市計画の決定及び変更を行い、市街地再開発事業の組合設立及び
事業認可に向けた現況調査、建物調査、基本設計等に係る費用の一部を補助しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 大宮駅西口まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である氷川参道の並木保全の整備延長
1,235ｍ／1,450ｍ（平成26～27年度累計430m増）について、
1,235ｍ／1,450ｍ（平成26～27年度累計430m増）であったこ
とから、Ｂ評価としました。

事業コード4201-6に計上

事業コード4201-6に計上

4202-1 大宮駅西口周辺地区まちづくり推進事業（第３－B地区市街地再開発）

氷川参道の並木保全の整
備延長

1,235m／1,450m（85.2％）
（平成26～27年度累計
430m増）

1,235m／1,450m（85.2％）
（平成26～27年度累計
430m増）

平成27年度取組内容

・氷川参道並木の保護を目的に、地元まちづくり協議会と協働で、参道への中低木植栽を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 氷川参道対策室

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4201-7 大宮駅東口周辺地区まちづくり推進事業（氷川参道並木保全整備）
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C
平成27年度目標である上落合桜木線の整備率3.1％（0.2％
増）（平成26～27年度累計0.3％増）について、2.9％（０％
増）（平成26～27年度累計0.1％増）であったことから、Ｃ評
価としました。

事業コード4202-1に計上

事業コード4202-1に計上

上落合桜木線の整備率
3.1％（0.2％増）
（平成26～27年度累計
0.3％増）

2.9％（０％増）
（平成26～27年度累計
0.1％増）

平成27年度取組内容

・大宮駅西口第四土地区画整理事業の進捗に伴い、国道17号まで延伸していく必要があり、事業認可に向
けた認可図書を作成しました。
・区画整理施工区域外の交差点部について用地買収に向けた補償交渉を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 大宮駅西口まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C
平成27年度目標である市街地再開発事業施行区域の確定
について、目標どおり区域の確定に至らなかったことから、
Ｃ評価としました。

事業コード4202-1に計上

事業コード4202-1に計上

4202-3 大宮駅西口周辺地区まちづくり推進事業（上落合桜木線）

第３－Ａ・Ｄ地区市街地再
開発事業

市街地再開発事業施行区
域の確定

市街地再開発事業施行区
域の検討

平成27年度取組内容

・大宮駅西口第３－Ａ・Ｄ地区における市街地再開発事業の都市計画決定に向けて関係機関との協議を行い
ました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 大宮駅西口まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4202-2 大宮駅西口周辺地区まちづくり推進事業（第３－A・D地区市街地再開発）
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B
平成27年度目標であるまちづくり推進協議会事業への参加
者数910,000人について、858,000人であったことから、Ｂ評
価としました。

520,000 円

520,000 円

まちづくり推進協議会事業
への参加者数

910,000人／年度 858,000人／年度

平成27年度取組内容

・さいたま新都心まちづくり推進協議会が行う魅力あるまちなみ空間の形成や、にぎわい創出に向けた事業
を推進し、当該事業への参加者の増加を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 都心整備課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C
平成27年度目標である大宮駅西口第四土地区画整理事業
の進捗率85.6％（6.9％増）（平成26～27年度累計12.5％増）
について、83.4％（4.7％増）（平成26～27年度累計10.3％
増）であったことから、Ｃ評価としました。

事業コード4202-1に計上

事業コード4202-1に計上

4203-1 さいたま新都心周辺地区まちづくり推進事業（まちづくり推進協議会事業）

大宮駅西口第四土地区画
整理事業の進捗率

85.6％（6.9％増）
（平成26～27年度累計
12.5％増）

83.4％（4.7％増）
（平成26～27年度累計
10.3％増）

平成27年度取組内容

・建物等移転補償、中断移転補償、道路整備工事、整地工事、建物調査積算業務、調査測量業務等を行い
ました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 大宮駅西口まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4202-4 大宮駅西口周辺地区まちづくり推進事業（大宮駅西口第四土地区画整理事業）
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B
平成27年度目標であるバリアフリー施設の機能更新率
68.8％（11.2％増）（平成26～27年度累計11.2％増）につい
て、69.2％（11.6％増）（平成26～27年度累計11.6％増）で
あったことから、Ｂ評価としました。

3,499,200 円

3,495,960 円

バリアフリー施設の機能更
新率

68.8％
（平成26～27年度累計
11.2％増）

69.2％
（平成26～27年度累計
11.6％増）

平成27年度取組内容

・安全で快適なまちづくりを推進するため、歩行者デッキの視覚障害者誘導用ブロックの機能更新を行いまし
た。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 都心整備課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

A
平成27年度目標である社会科見学・障がい者擬似体験者
数2,580人について、3,208人であったことから、Ａ評価としま
した。

14,063,000 円

12,056,961 円

4203-3 さいたま新都心周辺地区まちづくり推進事業（バリアフリー施設機能更新）

社会科見学・障がい者擬似
体験者数

2,580人／年度 3,208人／年度

平成27年度取組内容

・バリアフリーのまちづくりを推進するため、ボランティアの活動拠点となるさいたま新都心ふれあいプラザを
管理運営し、ボランティア活動（社会科見学や車いす体験などの障がい者擬似体験のサポートなど）の支援
や啓発を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 都心整備課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4203-2 さいたま新都心周辺地区まちづくり推進事業（社会科見学・障がい者疑似体験）
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B
平成27年度目標である権利変換計画作成に着手につい
て、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価と
しました。

150,589,000 円

92,413,858 円

浦和駅西口南高砂地区再
開発事業

権利変換計画作成に着手 権利変換計画作成に着手

平成27年度取組内容

・浦和駅西口南高砂地区第一種市街地再開発事業を推進するため、補助金の交付等を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和駅周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である都市再生整備計画の検討につい
て、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価と
しました。

11,360,000 円

7,333,200 円

4204-1 浦和駅周辺地区まちづくり推進事業（浦和駅西口南高砂地区再開発事業）

北袋１丁目地区の適正な土
地利用の転換と活用

都市再生整備計画の検討 都市再生整備計画の検討

平成27年度取組内容

・さいたま新都心将来ビジョンに掲げる目標、「広域的な都市活動の拠点、にぎわいあふれるまち」の実現に
向けた取組のひとつである公共施設整備においては、効果的な整備内容と効率のよい事業手法の活用を図
るため、都市再生整備計画の策定に向けた検討を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 都心整備課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4203-4 さいたま新都心周辺地区まちづくり推進事業（北袋1丁目地区）
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B
平成27年度目標である田島大牧線（高砂工区）の道路整備
について、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ
評価としました。

事業コード4204-1に計上

事業コード4204-1に計上

田島大牧線（高砂工区）の
整備

道路整備中
※浦和駅西口南高砂地区
再開発事業に併せて実施

道路整備中

平成27年度取組内容

・都市計画道路田島大牧線（高砂工区）を整備しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和駅周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である電線共同溝整備工事に着手につい
て、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価と
しました。

事業コード4204-1に計上

事業コード4204-1に計上

4204-3 浦和駅周辺地区まちづくり推進事業（田島大牧線整備）

浦和西口停車場線
（県庁通り）の整備

電線共同溝整備工事に着
手

電線共同溝整備工事に着
手

平成27年度取組内容

・都市計画道路浦和西口停車場線（県庁通り）を整備するため、電線共同溝整備工事に着手しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和駅周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4204-2 浦和駅周辺地区まちづくり推進事業（浦和駅西口停車場線整備）
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B
平成27年度目標である第１街区市街地再開発事業進捗率66％
（３％増）（平成26～27年度累計4.9％増）について、66％（３％増）
（平成26～27年度累計4.9％増）であったことから、Ｂ評価としまし
た。

351,097,000 円

350,077,200 円

第１街区市街地再開発事
業進捗率

66％（３％増）
（平成26～27年度累計
4.9％増）

66％（３％増）
（平成26～27年度累計
4.9％増）

平成27年度取組内容

・施行者である独立行政法人都市再生機構等に対し、市街地再開発事業費補助金及び公共施設管理者負
担金を交付し、事業促進を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和西部まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B 平成27年度目標である施行協定の締結について、目標どお
り事業を進めることができたことから、Ｂ評価としました。

130,776,000 円

121,369,427 円

4205-1 武蔵浦和駅周辺地区まちづくり推進事業（第1街区）

（仮称）浦和駅西口地下通
路の整備

施行協定の締結 施行協定の締結

平成27年度取組内容

・浦和駅東西連絡通路と西口中ノ島地下道とを接続する新たな通路の施行協定を、東日本旅客鉄道株式会
社と締結しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和駅周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4204-4 浦和駅周辺地区まちづくり推進事業（（仮称）浦和駅西口地下通路整備）

― 206 ―



B
平成27年度目標であるまちづくり検討会の開催及びまちづくりの
方向性の検討について、目標どおり事業を進めることができたこと
から、Ｂ評価としました。

4,914,000 円

4,806,000 円

第７－１街区のまちづくり
①まちづくり検討会の開催
②まちづくりの方向性の検
討

①まちづくり検討会の開催
②まちづくりの方向性の検
討

平成27年度取組内容

・地区の現況や課題の調査、権利者を対象としたまちづくり検討会の開催等を行い、まちづくりの方向性を検
討しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和西部まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である第３街区市街地再開発事業進捗率96.9％
（29.1％増）（平成26～27年度累計52.3％増）について、96.6％
（28.8％増）（平成26～27年度累計52％増）であったことから、Ｂ評
価としました。

3,762,710,000 円

3,240,820,000 円

4205-3 武蔵浦和駅周辺地区まちづくり推進事業（第７－１街区）

第３街区市街地再開発事
業進捗率

96.9％（29.1％増）
（平成26～27年度累計
52.3％増）

96.6％（28.8％増）
（平成26～27年度累計52％
増）

平成27年度取組内容

・施行者である市街地再開発組合に対し、市街地再開発事業費補助金及び公共施設管理者負担金を交付
し、事業促進を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和西部まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4205-2 武蔵浦和駅周辺地区まちづくり推進事業（第３街区）
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B 平成27年度目標である工事実施について、目標どおり事業
を進めることができたことから、Ｂ評価としました。

86,875,200 円

34,060,000 円

南口駅前広場の整備 工事実施 工事実施

平成27年度取組内容

・南口駅前広場整備工事を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 日進・指扇周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標であるまちづくり検討会の開催及びまちづく
りの方向性の検討について、目標どおり事業を進めることが
できたことから、Ｂ評価としました。

事業コード4205-3に計上

事業コード4205-3に計上

4206-1 日進駅周辺地区まちづくり推進事業（南口駅前広場）

第８－２街区のまちづくり
①まちづくり検討会の開催
②まちづくりの方向性の検
討

①まちづくり検討会の開催
②まちづくりの方向性の検
討

平成27年度取組内容

・地区の現況や課題の調査、権利者を対象としたまちづくり検討会の開催等を行い、まちづくりの方向性を検
討しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和西部まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4205-4 武蔵浦和駅周辺地区まちづくり推進事業（第８－２街区）
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B
平成27年度目標である日進駅南側：完了及び日進駅北側：
整備方針策定について、目標どおり事業を進めることができ
たことから、Ｂ評価としました。

117,267,585 円

117,267,585 円

南北狭隘道路の整備
①日進駅南側：完了
②日進駅北側：整備方針策
定

①日進駅南側：完了
②日進駅北側：整備方針策
定

平成27年度取組内容

・日進駅南側　南口駅前広場に接する市道30225号線の一部用地買収、測量及び工事を行いました。
・日進駅北側　日進北小学校への通学路の確保、消防活動困難地区解消、狭隘道路対策等を地元と協働に
て取り組むため、ワークショップを開催し、整備方針を策定しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 日進・指扇周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である関係機関協議・調整について、目標
どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価としまし
た。

10,648,800 円

10,648,800 円

4206-3 日進駅周辺地区まちづくり推進事業（南北狭隘道路整備）

日進七夕通りの美装化 関係機関協議・調整 関係機関協議・調整

平成27年度取組内容

・平成28年度からの電線類地中化工事着手に向けて、道路管理者・警察・水道・ガス事業者等関係機関との
協議・調整を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 日進・指扇周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4206-2 日進駅周辺地区まちづくり推進事業（日進七夕通り）
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C
平成27年度目標である浦和東部第二特定土地区画整理事
業進捗率100％（8.9％増）（平成26～27年度累計21％増）に
ついて、95％（3.9％増）（平成26～27年度累計16％増）で
あったことから、Ｃ評価としました。

2,614,900,000 円

2,023,624,000 円

浦和東部第二特定土地区
画整理事業進捗率

100％（8.9％増）
（平成26～27年度累計21％
増）

95％（3.9％増）
（平成26～27年度累計16％
増）

平成27年度取組内容

・施行者である独立行政法人都市再生機構に対し、事業支援のための補助金及び土地区画整理法に基づく
負担金を交付し、事業促進を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和東部まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C
平成27年度目標である浦和東部第一特定土地区画整理事
業進捗率72％（7.3％増）（平成26～27年度累11％増）につ
いて、68％（3.3％増）（平成26～27年度累計７％増）であった
ことから、Ｃ評価としました。

1,217,710,800 円

942,491,009 円

4207-2 浦和美園駅周辺地区まちづくり推進事業（浦和東部第二特定土地区画整理事業）

浦和東部第一特定土地区
画整理事業進捗率

72％（7.3％増）
（平成26～27年度累11％
増）

68％（3.3％増）
（平成26～27年度累計７％
増）

平成27年度取組内容

・土地区画整理事業の施行に必要な、擁壁・道路等の設計や測量業務を実施し、整地盛土造成・区画道路
築造等の工事、及び建物移転等の補償業務を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和東部まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4207-1 浦和美園駅周辺地区まちづくり推進事業（浦和東部第一特定土地区画整理事業）
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C
平成27年度目標である大門下野田特定土地区画整理事業
進捗率6.1％（3.7％増）（平成26～27年度累計6.1％増）につ
いて、４％（1.6％増）（平成26～27年度累計４％増）であった
ことから、Ｃ評価としました。

63,000,000 円

41,738,302 円

大門下野田特定土地区画
整理事業進捗率

6.1％（3.7％増）
（平成26～27年度累計
6.1％増）

４％（1.6％増）
（平成26～27年度累計４％
増）

平成27年度取組内容

・土地区画整理事業の推進のため、地盤解析・仮換地指定等の業務委託、立竹木等の補償業務及び調節池
負担金の支出などを行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和東部まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C
平成27年度目標である岩槻南部新和西特定土地区画整理
事業進捗率100％（8.2％増）（平成26～27年度累計29％増）
について、92％（0.2％増）（平成26～27年度累計21％増）で
あったことから、Ｃ評価としました。

1,301,638,000 円

869,138,000 円

4207-4 浦和美園駅周辺地区まちづくり推進事業（大門下野田特定土地区画整理事業）

岩槻南部新和西特定土地
区画整理事業進捗率

100％（8.2％増）
（平成26～27年度累計29％
増）

92％（0.2％増）
（平成26～27年度累計21％
増）

平成27年度取組内容

・施行者である独立行政法人都市再生機構に対し、事業支援のための補助金及び土地区画整理法に基づく
負担金を交付し、事業促進を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 浦和東部まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4207-3 浦和美園駅周辺地区まちづくり推進事業（岩槻南部新和西特定土地区画整理事業）
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倍増プラン 60-1

倍増プラン 60-1

B
平成27年度目標であるアーバンデザインセンターみそのの
設置について、目標どおり事業を進めることができたことか
ら、Ｂ評価としました。

126,947,000 円

126,946,385 円

(仮称)アーバンデザインセ
ンターみその

(仮称)アーバンデザインセ
ンターみそのの設置

アーバンデザインセンター
みそのの設置

平成27年度取組内容

・浦和美園地区の成長発展に向けて様々な生活サービスを公民+学の連携で提供するための体制として、美
園タウンマネジメント協会を設立するとともに、地域の街づくりの拠点となる「アーバンデザインセンターみその
（UDCMi）」を設置しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

環境局 環境未来都市推進課

B 平成27年度目標である地域の情報発信について、目標どお
り事業を進めることができたことから、Ｂ評価としました。

11,163,000 円

10,134,583 円

4207-6

（仮称）アーバンデザインセ
ンターみその

地域の情報発信 地域の情報発信

平成27年度取組内容

・浦和美園駅に設置している「浦和美園インフォメーションセンター」において、まちづくりや観光・地域資源な
どの情報発信を行いました。
・「アーバンデザインセンターみその」と統合にむけて庁内関係部局と調整を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

都市戦略本部 東部地域・鉄道戦略部

浦和美園駅周辺地区まちづくり推進事業（（仮称）アーバン
デザインセンターみその）

4207-5
浦和美園駅周辺地区まちづくり推進事業（（仮称）アーバン
デザインセンターみその）
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倍増プラン 60-1

C

平成27年度目標である岩槻駅西口土地区画整理事業進捗率71.5％
（5.5％増）（平成26～27年度累計10.1％増）について、69.9％（3.9％
増）（平成26～27年度累計8.5％増）であったことから、Ｃ評価としまし
た。
（平成27年度目標及び実績は事業計画変更後の数値）

652,913,373 円

466,046,108 円

岩槻駅西口土地区画整理
事業進捗率

71.5％（5.5％増）
（平成26～27年度累計
10.1％増）

69.9％（3.9％増）
（平成26～27年度累計8.5%
増）

平成27年度取組内容

・移転を要する建物の物件調査及び移転補償、街路・駅前広場築造工事等を行いました。
・事業計画変更を実施し、設計の概要・事業施行期間・資金計画を変更しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 岩槻まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標であるアーバンデザインセンターみそのの
設置について、目標どおり事業を進めることができたことか
ら、Ｂ評価としました。

4,900,000 円

4,222,800 円

4208-1 岩槻駅周辺地区まちづくり推進事業（岩槻駅西口土地区画整理事業）

（仮称）アーバンデザインセ
ンターみその

（仮称）アーバンデザインセ
ンターみそのの設置

アーバンデザインセンター
みそのの設置

平成27年度取組内容

・アーバンデザインセンターみその（UDCMi）を拠点とし、景観形成や土地利用促進による都市の魅力向上に
寄与する「みその都市デザイン協議会」の設置に向け、準備会を開催しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

都市局 浦和東部まちづくり事務所

4207-7
浦和美園駅周辺地区まちづくり推進事業（（仮称）アーバン
デザインセンターみその）
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B
平成27年度目標である進行管理、事業の推進について、目
標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価としまし
た。

事業コード4106-1に計上

事業コード4106-1に計上

アクションプランに位置付け
た事業

進行管理、事業の推進 進行管理、事業の推進

平成27年度取組内容

・岩槻まちづくりアクションプランに位置付けた31事業の進行管理を行うとともに、31事業の一つである「岩槻
歴史街道」の実現に向け、３つの方針や事業の進め方等を示した岩槻歴史街道基本方針を定めました。
・住民等と市が協働して、まちなみづくり等を取り組むため、住民等が主体となる裏小路まちなみづくり協議会
の設立を支援しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 まちづくり総務課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C
平成27年度目標である江川土地区画整理事業進捗率
95.7％（1.4％増）（平成26～27年度累計2.5％増）について、
95.2％（0.9％増）（平成26～27年度累計２％増）であったこと
から、Ｃ評価としました。

317,447,800 円

168,562,748 円

4208-3 岩槻駅周辺地区まちづくり推進事業（アクションプラン）

江川土地区画整理事業進
捗率

95.7％（1.4％増）
（平成26～27年度累計
2.5％増）

95.2％（0.9％増）
（平成26～27年度累計２％
増）

平成27年度取組内容

・街路築造・道路修繕及び調整池排水機場掘削工事等を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 岩槻まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4208-2 岩槻駅周辺地区まちづくり推進事業（江川土地区画整理事業）
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B
平成27年度目標である旧岩槻区役所敷地の利用計画の策
定について、目標どおり事業を進めることができたことから、
Ｂ評価としました。

事業コード4106-1に計上

事業コード4106-1に計上

旧岩槻区役所敷地の利用
計画の策定

策定 策定

平成27年度取組内容

・今後の旧岩槻区役所の敷地利用について、具体的な方向性を示した「旧岩槻区役所敷地利用計画」を策定
しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 まちづくり総務課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4208-4 岩槻駅周辺地区まちづくり推進事業（旧岩槻区役所敷地利用計画）
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B
平成27年度目標である調査実施及び事業支援について、
目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価としま
した。

事業コード4301-1に計上

事業コード4301-1に計上

Ｂ／Ｃ（費用便益比） 調査実施及び事業支援 調査実施及び事業支援

平成27年度取組内容

・埼玉県と共同で地下鉄7号線の延伸に向けた調査を行うとともに、「さいたま市地下鉄７号線延伸事業化推
進期成会」が実施する事業に対し、補助金を交付しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市戦略本部 東部地域・鉄道戦略部

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である調査実施及び事業支援について、
目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価としま
した。

18,659,000 円

18,657,157 円

4301-2 地下鉄７号線延伸促進事業（B / C ）

採算性（累積資金収支黒字
転換年）

調査実施及び事業支援 調査実施及び事業支援

平成27年度取組内容

・埼玉県と共同で地下鉄7号線の延伸に向けた調査を行うとともに、「さいたま市地下鉄７号線延伸事業化推
進期成会」が実施する事業に対し、補助金を交付しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市戦略本部 東部地域・鉄道戦略部

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4301-1 地下鉄７号線延伸促進事業（採算性）
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C
平成27年度目標であるノンステップバスの導入率54.7％
（2.8％増）（平成26～27年度累計5.3％増）について、53.8％
（1.9％増）（平成26～27年度累計4.4％増）であったことか
ら、Ｃ評価としました。

11,371,000 円

11,370,500 円

ノンステップバスの導入率
54.7％（2.8％増）
（平成26～27年度累計
5.3％増）

53.8％（1.9％増）
（平成26～27年度累計
4.4％増）

平成27年度取組内容

・市民に身近な公共交通網の整備を進めるため、ノンステップバスの導入やバスロケーションシステムの整備
等、バス利用の促進にかかる費用の一部をバス事業者に補助し、路線バスの利用促進を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 交通政策課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B 平成27年度目標であるコミュニティバス等利用者数319,800
人について、326,549人であったことから、Ｂ評価としました。

152,418,000 円

129,312,162 円

4302-2 バス対策事業（ノンステップバス）

コミュニティバス等利用者数 319,800人／年度 326,549人／年度

平成27年度取組内容

・コミュニティバス及び乗合タクシーの運行に対する経費の一部を補助するとともに、バス路線マップやコミュ
ニティバスリーフレット等、バス等の利用促進に係る広報物を作成しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 交通政策課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4302-1 バス対策事業（コミュニティバス）
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B
指扇駅舎の橋上化について、計画目標である完了（平成26
年度）を平成26年度中に達成しており、目標どおりであった
ことから、Ｂ評価としました。

0 円

0 円

指扇駅舎の橋上化
【計画目標達成済】
※計画目標

完了（平成26年度）

【計画目標達成済】
※平成26年度実績

完了

平成27年度取組内容

【平成26年度中に計画目標達成済】

※平成26年度取組内容
・平成26年度の指扇駅橋上化完成に向けて、工事、測量を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 日進・指扇周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である持続可能な地域公共交通の充実に
向けた検討について、目標どおり事業を進めることができた
ことから、Ｂ評価としました。

15,876,000 円

14,623,200 円

4303-1 駅舎橋上化等整備事業（指扇駅舎橋上化）

持続可能な地域公共交通
の充実

検討 検討

平成27年度取組内容

・交通空白地区や交通不便地区等の交通利便性の向上を図るため、「コミュニティバス等導入ガイドライン」
に基づき、外部の有識者や市民などを委員とする「地域公共交通会議」の中で、持続可能な地域公共交通の
導入・改善について検討しました。
・ガイドラインの見直しについての検討を併せて行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 交通政策課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4302-3 バス対策事業（持続可能な地域公共交通）
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B
平成27年度目標である指扇駅北口駅前広場の整備完了に
ついて、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評
価としました。

102,521,600 円

102,521,600 円

指扇駅北口駅前広場の整
備

完了 完了

平成27年度取組内容

・指扇駅北口駅前広場の整備を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 日進・指扇周辺まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4303-3 駅舎橋上化等整備事業（岩槻駅舎橋上化）

所管課 都市局 岩槻まちづくり事務所

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

岩槻駅舎の橋上化

橋上化進捗率：74.7％
（44.7％増）
（平成26～27年度累計
63.9％増）

橋上化進捗率：50.8％
（20.8％増）
（平成26～27年度累計40％
増）

平成27年度取組内容

4303-2 駅舎橋上化等整備事業（指扇駅北口駅前広場整備）

・岩槻駅舎の橋上化及び駅東西を結ぶ自由通路の整備を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

C
平成27年度目標である橋上化進捗率74.7％（44.7％増）（平
成26～27年度累計63.9％増）について、50.8％（20.8％増）
（平成26～27年度累計40％増）であったことから、Ｃ評価とし
ました。

2,389,090,000 円

1,107,670,000 円
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倍増プラン 54

C
平成27年度目標である鉄道駅のエレベーター整備率97.0％
（32駅／33駅）（４駅増）（平成26～27年度累計５駅増）につ
いて、90.9％（30駅／33駅）（２駅増）（平成26～27年度累計
３駅増）であったことから、Ｃ評価としました。

875,747,661 円

822,476,117 円

鉄道駅のエレベーター整備
率

97.0％（32駅／33駅）（４駅
増）
（平成26～27年度累計５駅
増）

90.9％（30駅／33駅）（２駅
増）
（平成26～27年度累計３駅
増）

平成27年度取組内容

・交通結節点としての鉄道駅での安全性及び利便性を高めるため、南浦和駅西口及び東口へのエレベー
ター設置工事等を行いました。
・さいたま市交通バリアフリー化設備補助金交付要綱に基づき、鉄道事業者によって市内各駅に整備される
バリアフリー設備について補助金を交付しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

都市局 交通政策課

B 平成27年度目標である基本計画の立案について、目標どお
り事業を進めることができたことから、Ｂ評価としました。

6,437,000 円

6,436,800 円

4305-1

長距離バスターミナルの設
置

基本計画の立案 基本計画の立案

平成27年度取組内容

・さいたま新都心の交通拠点性の機能を高めるため、高速バスや観光バスが停留できる長距離バスターミナ
ルの整備に向けた基本計画（案）を立案しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 交通政策課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

交通バリアフリー推進事業（鉄道駅エレベーター整備）

4304 長距離バスターミナル整備推進事業
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総合戦略 421①

A
平成27年度目標である都市計画道路整備率50％（0.1％増）
（平成26～27年度累計2.3％増）について、50.6％（0.7％増）
（平成26～27年度累計2.9％増）であったことから、Ａ評価と
しました。

9,524,780,200 円

5,787,289,126 円

都市計画道路整備率
50％
（平成26～27年度累計
2.3％増）

50.6％
（平成26～27年度累計
2.9％増）

平成27年度取組内容

・国県道及び基幹的市道からなる幹線道路網を整備するため、国道１２２号蓮田岩槻バイパス等の国県道及
び基幹的市道の新設・拡幅改良を行うとともに、市内の交通渋滞の緩和や快適な市民生活と円滑な都市活
動を確保し、物流の効率化や市街地の活性化を図るため、道場三室線等の都市計画道路の整備を行いまし
た。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

建設局 道路計画課

B
平成27年度目標であるバリアフリー基本構想に基づく進行
管理及び公共サインガイドラインの運用手法の検討につい
て、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価と
しました。

3,942,000 円

3,942,000 円

4306

「バリアフリー基本構想」に
おける各特定事業

①バリアフリー基本構想に
基づく進行管理
②公共サインガイドラインの
運用手法の検討

①バリアフリー基本構想に
基づく進行管理
②公共サインガイドラインの
運用手法の検討

平成27年度取組内容

・「バリアフリー基本構想」に位置づけられた重点整備地区（大宮地区、北浦和地区、浦和地区、さいたま新都
心・北与野地区、武蔵浦和地区、岩槻地区）について、特定事業計画に基づき各バリアフリー事業の進行管
理を実施しました。
・特定事業等施設整備に係るサイン設置の指針である「さいたま市公共サインガイドライン」の運用手法等の
検討を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 交通政策課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

道路及び街路整備事業

4305-2 交通バリアフリー推進事業（バリアフリー基本構想）
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― ―
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ー

「道路網計画」の見直し ― ―

平成27年度取組内容

※平成28年度以降に事業実施
（平成28年度に検討を開始し、「道路網計画」策定後5か年目に当たる平成29年度に見直しを実施）

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 都市計画課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である廃止候補路線の見直し着手18路線
（５路線増）（平成26～27年度累計11路線増）について、18
路線（５路線増）（平成26～27年度累計11路線増）であった
ことから、Ｂ評価としました。

17,264,000 円

16,275,600 円

4307-2 都市計画道路見直し事業（道路網計画）

廃止候補路線の見直し着
手

１8路線（５路線増）
（平成26～27年度累計11路
線増）

１8路線（５路線増）
（平成26～27年度累計11路
線増）

平成27年度取組内容

・道路網形成プログラムに基づき、廃止候補路線のうち５路線について、関係権利者の合意形成を図りなが
ら、都市計画の手続きを進めました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 都市計画課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4307-1 都市計画道路見直し事業（廃止候補路線）
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B 平成27年度目標である歩道整備の推進について、目標どお
り事業を進めることができたことから、Ｂ評価としました。

2,957,278,000 円

1,823,514,570 円

歩道整備

推進
・用地取得：一般県道蒲生岩槻線、主
要地方道さいたま鴻巣線　外
・工事：一般県道蒲生岩槻線、一般国
道463号　外

推進
・用地取得：一般県道蒲生岩槻線、主
要地方道さいたま鴻巣線　外
・工事：一般県道蒲生岩槻線、一般国
道463号　外

平成27年度取組内容

・歩道のない区間への新たな歩道設置や「さいたま市バリアフリー基本構想」における重点整備地区内で歩
行空間の整備を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 建設局 道路環境課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

A
ロードサポート登録団体数については、計画目標である86
団体（12団体増）を平成26年度中に達成しており、平成27年
度末で104団体（30団体増）であったことから、Ａ評価としまし
た。

事業コード4308-7に計上

事業コード4308-7に計上

4308-2 道路環境整備事業（歩道整備）

ロードサポート登録団体数
【計画目標達成済】
※計画目標

86団体（12団体増）

104団体（５団体増）
（平成26～27年度累計30団
体増）

平成27年度取組内容

・市が管理する道路において、ボランティアで清掃美化活動を行う住民団体等を募集し、住民と行政が協力し
て快適で美しい道路環境づくりを推進する「さいたまロードサポート制度」の周知・啓発を図り、登録団体数の
増加につなげました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 建設局 道路環境課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4308-1 道路環境整備事業（ロードサポート）
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倍増プラン 52

C
平成27年度目標である踏切改良箇所数16か所（１か所増）
（平成26～27年度累計１か所増）について、15か所（増減な
し）（平成26～27年度累計０か所増）であったことから、Ｃ評
価としました。

73,240,000 円

0 円

踏切改良箇所数
16か所（１か所増）
（平成26～27年度累計１か
所増）

15か所（増減なし）
（平成26～27年度累計０か
所増）

平成27年度取組内容

・狭あいな踏切について歩行空間を確保するため、拡幅整備に向けた調査を行いました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 建設局 道路環境課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

C
平成27年度目標である電線共同溝の延長0.7㎞（平成26～
27年度累計0.7㎞）について、０㎞（平成26～27年度累計０
㎞）であったことから、Ｃ評価としました。

189,302,722 円

57,644,517 円

4308-4 道路環境整備事業（踏切改良）

電線共同溝の延長
0.7㎞
（平成26～27年度累計0.7
㎞）

０㎞
（平成26～27年度累計０
㎞）

平成27年度取組内容

・市街地における歩行空間の確保、都市防災対策や都市景観の向上を図るため、市道11055号線（見沼区）
及び一般県道大間木蕨線（緑区）において電線共同溝の整備に着手しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

建設局 道路環境課

4308-3 道路環境整備事業（電線共同溝）
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倍増プラン 44-1

B
平成27年度目標である事故危険箇所の緊急対策箇所数１
か所（平成26～27年度累計21か所）について、１か所（平成
26～27年度累計21か所）であったことから、Ｂ評価としまし
た。

事業コード4308-2に計上

事業コード4308-2に計上

事故危険箇所の緊急対策
箇所数

１か所
（平成26～27年度累計21か
所）

１か所
（平成26～27年度累計21か
所）

平成27年度取組内容

・事故危険箇所において、路面表示の設置、更新などの交通安全対策を実施し、平成29年度計画目標（21か
所）を達成しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 建設局 道路環境課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標であるゾーン３０整備地区数23地区（６地区
増）（平成26～27年度累計13地区増）について、22地区（５
地区増）（平成26～27年度累計12地区増）であったことか
ら、Ｂ評価としました。

128,578,000 円

88,252,400 円

4308-6 道路環境整備事業（事故危険個所の緊急対策）

ゾーン３０整備地区数
23地区（６地区増）
（平成26～27年度累計13地
区増）

22地区（５地区増）
（平成26～27年度累計12地
区増）

平成27年度取組内容

・生活道路における交通安全対策の一つとして、一定の範囲内(ゾーン)において、原則として自動車の最高
速度を30ｋｍ／ｈに規制する「ゾーン３０」の整備を５地区で実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

建設局 道路環境課

4308-5 道路環境整備事業（ゾーン30）
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B
平成27年度目標である総合都市交通体系マスタープラン基
本計画改正案の作成及び都市交通戦略改定案の作成につ
いて、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価
としました。

13,608,000 円

13,608,000 円

「さいたま市総合都市交通
体系マスタープラン基本計
画」の見直し

①総合都市交通体系マスター
プラン基本計画改定案の作成
②都市交通戦略改定案の作
成

①総合都市交通体系マスター
プラン基本計画改定案の作成
②都市交通戦略改定案の作
成

平成27年度取組内容

・本市交通施策の基本的な考え方を示した「総合都市交通体系マスタープラン基本計画（SMARTプラン）」に
ついて、交通政策基本法の理念等を踏まえた見直しを行い、改定案を作成しました。
・短・中期交通施策の実行計画である「都市交通戦略」の見直しを行い、改定案を作成しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 交通政策課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

B
平成27年度目標である進捗管理の実施、施策の推進につ
いて、目標どおり事業を進めることができたことから、Ｂ評価
としました。

18,534,000 円

18,446,400 円

4309-2 総合交通体系の確立（さいたま市総合都市交通体系マスタープラン基本計画）

「都市交通戦略」における
各種施策

進捗管理の実施、施策の
推進

進捗管理の実施、施策の
推進

平成27年度取組内容

①進捗管理の実施
・「さいたま市都市交通戦略」に位置付けられた各施策の進捗管理を行いました。
②施策の推進
・子どもたちが、将来的に交通手段をかしこく選択できるようになることを目指したモビリティマネジメントを市内小学校１校を対象に実施しまし
た。
・東京都市圏交通計画協議会に参加し、過年度実施した物資流動調査の結果分析及び課題整理を行い、物流施策を検討しました。
・「東西交通大宮ルート」について、次期交通政策審議会答申への計画路線としての位置づけを目指した検討の深度化を図りました。
・「公共交通ネットワーク基本計画」の見直しに必要な基礎調査を実施しました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市局 交通政策課

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4309-1 総合交通体系の確立（都市交通戦略）
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B 平成27年度目標である岩槻駅周辺の交流人口471,000人に
ついて、492,000人であったことから、Ｂ評価としました。

事業コード4310-1に計上

事業コード4310-1に計上

岩槻駅周辺の交流人口 471,000人／年度 492,000人／年度

平成27年度取組内容

・浦和美園～岩槻地域に関する成長・発展を図るため、「浦和美園～岩槻地域成長・発展プラン」に基づき、
各種方策（地域の情報発信、ウェブサイトやリーフレット等の作成・更新、浦和美園駅～岩槻駅間を結ぶ快速
バスの運行など）を展開し、地域の魅力を高め、岩槻駅周辺の交流人口の創出を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市戦略本部 東部地域・鉄道戦略部

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

A
平成27年度目標である浦和美園駅周辺の定住人口6,100人
（534人増）（平成26～27年度累計1,100人増）について、
6,334人（768人増）（平成26～27年度累計1,334人増）であっ
たことから、Ａ評価としました。

57,982,000 円

50,423,308 円

4310-2 浦和美園～岩槻地域成長・発展事業（岩槻駅周辺）

浦和美園駅周辺の定住人
口

6,100人（534人増）
（平成26～27年度累計
1,100人増）

6,334人（768人増）
（平成26～27年度累計
1,334人増）

平成27年度取組内容

・浦和美園～岩槻地域に関する成長・発展を図るため、「浦和美園～岩槻地域成長・発展プラン」に基づき、
各種方策（地域の情報発信、ウェブサイトやリーフレット等の作成・更新、浦和美園駅～岩槻駅間を結ぶ快速
バスの運行など）を展開し、地域の魅力を高め、浦和美園駅周辺の定住人口の創出を図りました。

評価 評価理由 最終予算額／決算額

所管課 都市戦略本部 東部地域・鉄道戦略部

目標指標 平成27年度目標 平成27年度実績

4310-1 浦和美園～岩槻地域成長・発展事業（浦和美園駅周辺）
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